


平成13年度の決算がまとまりました。

町政は、みなさんからの税金や固から

の地方交付税等を財源として運営され

ています。今月号では町の「家計簿Jの
報告をします。の報告

四＠

84億~，241 万円
《町民一人あたり約52万9,000円》• 80億9,461万円

《町民一人あたり約50万5,000円》
匂診
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。
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①他方交付税

②町償

③国県支出金

＠地方j肉質税交付盆

⑤他方E寄与税ほか

⑤田I干見
⑦繰入金

⑧縁起盆

⑨諸収入
⑩分fl:!~量・負担金
⑪使用料・手獄料ほか

①総務n
②民生白

③公償提

④街隼整理

⑤教育費

⑥土木要望
⑦農林水産業資

③消防費

⑨商工資
⑩諸支出金ほか1~，m鮒判
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~ H12 H11 
[L:>28.1 %) [ 12.5%1 

H13 
[6.5%) 

⑪H怠7,110万円
(2.0%) 

③2R4,394万円
(3.0%) 

H13 
[11.0%1 

H11 H12 
[16.4%) ［企31.9%1

※（ )I手術成比、 l

1億 759万円

2,836万円

一 平成13年度の主な事業－
く教育費＞

さみさと小学校プール笠備事業

文化体育センター改修事業

※（ H;:H高成比、 ［ Itel:対前年比

21：意1,226万円

1億 22万円

4.407万円

1.961万円

く総務費＞

笹川地区多包的施設髪｛殺事業

山崎地区多目的飽設盗傷事業

OA化縫進事業費

住民塁本台帳ネットワークシステム費
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固定資産税

9億7,309万円
(56.2%) 
《59,897円》

》は町民一人あたりの町税負担状況をあらわしています

町民税

6億2,725方円
(36.2%) 

《38β10円》

※《

9.625万円

9,572万円

9.001万円

8.894万円

6,048万円

4,514万円

1,166方円

く土木費＞

街路事業

土地区画祭理事業

宅地造成事業

住宅建設事業

＜農林水産業費＞

水国営震活性化対策費

林業振興対策貨

＜消防費＞

消防ポンプ自動車騎入

1億6,432万円

1億 922万円

3.475万円

3, 150万円

9.179万円

6.726万円

3.964万円

＜民生費＞

介護保険事業費

保育所警備費

介護予防拠点、nffi設笠備事業

在宅介護支媛センター費

く衛生費〉

老人等医療助成事業

塵芥処理費

健康I曽進対策事業
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博士、我々の笠活を支えている町の会計には、前ページの一般

会計のほかに、特別会計や企業会計があるんでしたよね。~ l 平 成 14 年 度

学 期 財 政 状 3兄
.. ~.一、r

そうじゃよ。8つの特別会計と1つの企業会計があり、それぞれの

目的に応じて会計を分けているんじゃ。

下には各会計の決算状況と役割がまとめられておるぞ。

②老人保健医療事業特別会計

支出の大部

歳入 5,564万円

前年度伸率《19.0%》 《11.7%》

いつでも安心な水を飲むために、水道施設の工事

や維持管理を行う会計です。

・私たちが支払った水道料金て＼衛生的かつ安定的

な猷み7.1<を供給しています。

④簡易水道特別会計
歳出 3,852万円

にかかる会計です。

．外来患者の方からの診療収入で、医薬品代や医師

への報酬を支出します。

条
例
に
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
を
1
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に
2
回、

町
民
の
み
な

さ
ん
に
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ら
せ
す
る
こ
と
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な
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
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成
凶
年
9
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初
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現
在
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け
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平
成
凶
年
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算
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執
行
状

況
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お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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歳出 25億432万円

前年度伸率《5.1%》 《6.2%》

70歳以上のお年寄りがかかる医療費をまかなう会

計です。

．園、県及び町の負担金が主な収入で、

分が医療費です。

歳入 25億479万円

①国民健康保険特別会計
歳入 14億3,686万円

前年度伸率《4.9%》 《4.6%》

自営業の人などの医療費をまかなう会計です。

．主な収入は保険税と国庫支出金であり、国民健康

保険加入者の医療費と老人保健医療費の拠出金が

主な支出です。

）
薗

u
b
朋
別

電
器

③診療所特別会計
4,357万円

前年度伸率《ム7.3%》 《ム6.5%》

笹川・宮崎 ・境 ・山崎の各診療所での診療や運嘗

歳出 12億1,375万円

土木費17（意4,176万円（102%)

民生費111@977万円（42.5%)

衛生費IS億940万伺（36.9%)

文
吾
郎

種
目
3

（
薗 歳出歳入 5,643万円

歳出 2,729万円

前年度解《ム40.1%》 《ム40.1%》

町が棟々な事業を進めるにあたり、必要な土地を

取得するための会計です。

・主な収入は財産収入です。 13年度は下水道終末処

理場用地取得にあてた町債の償還金です。

⑥公共用地先行取得等事業特別会計
歳入 2,729万円13億3,687万円

前年度停率《ム15.3%》 《ム15.5%》

生活環境の向上と河川等の汚濁防止を目的に下水

道を整備するための会計です。

・下水道網を順次整備しておリ、平成13年度末より

一部供用開始したところです。

歳出

⑤下水道特別会計
議入 13億6,365万円

⑧奨学資金特別会計
歳出 76万円

前年度停率《13.4%》 《15.2%》

子供たちのより良い教膏環境を願って寄付された

墨金を奨学金として活用するための会計です。

・収入は基金、その利息及び一般会計からの繰入金

で、支出は奨学金です。

歳入 76万円

⑦南保外二地区用水特別会計
歳入 589万円 高売品ヲ：6弱：宵
前年度停率《12.8%》 Gユ認刊・6%》

南保、五箇庄、泊地区への安定的な用水量確保守

幹線用水路の維持管理のための会計です。 _ll 

．主な収入として水利地益税を繰り入れ、幹線同生

路の維持管理を行っています。 t~~L1~ 

特別 会計
歳 入 歳 出

予算額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

国 保
.c忌 計 14億 960万円 61窓4,256万円 45.6% 14億 960万円 5i意5.097万円 39.1% z;:; 

老人保健医療会計 25億7,457万円 10｛意4,110万円 40.4% 25億7,457万円 10億7,674万円 41.8% 

る三ノ＇~ 療 pif i』~ 言十 4‘962万円 2.539万円 51.2% 4,962万円 1,917万円 38.6% 

簡 男 水 道 .c. 計 5,882方円 2,807万円 47.7% 5,882万円 1,801万円 30.6% ヱエ

下 水 道
.6. 

計 61意9,473万円 2.352万円 3.4% 61意9,473万円 8,691万円 12.5% z;:; 

用 水 .6. 言十 438万円 182万円 41.6% 438万円 89万円 20.3% 
Z玄

奨 HザA・ 資 金
.c. 計 113万円 14方円 12.4% 113万円 19万円 16.8% :z:;; 

（グラフの主主l遣は予算額とそれに対する執行率（%）を5更しています）

歳 出

予算額 ｜支出済額 i支出率

29億3.277万円I13億7,518万円｜ 46.9% 

4億7,197万円｜ 5,874万円｜ 12.4% 
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歳

予算額

29億3.277万円

1億6.207方円

支

支

企業会計
（あさひ総合病院）

益的収

本的収

収
資

・濁’

。企業会計（あさひ総合病院）
［収益的収支］

歳入 31億5,312万円

前年度解《6.4%》 《5.5%》

あさひ総合病院経営のための会計です。

・収益的収入の大部分は入院 ・外来の診療費であり、主な支出は人件費や医薬品等の診療に必要な材料代です。

．資本的収入は企業債と一般会計出資金であり、支出は医療機械の整備費と企業債償還金です。

・病院の収益的収支は、平成9年度から単年度黒字となっており、健全な経営を行っています。

歳出 1億6,177万円

《ム28.5%》

：［資本的収支］

~ 歳入 1億3,613万円

前年度停率《ム25.0%》

歳出 29億3,308万円

区 分 金 客員 構成比 区 分 金 客員 構成比

一 般 .c. 言十 79億2,577万円 72.2% 臨時財政特例債等 8億1,032万円 7.4% Z玄

総 務 ｛責 2億4.096万円 2.2% その他事業債 5億5,638Jヲ円 5.1% 

社会福祉債 3.499万円 0.3% その他会計 3011意5.793万円 27.8% 

保育所債 3.573万円 0.3% 山崎診療所 878万円 0.1% 

農林水産業債 6億1,616方円 5.6% 簡 男 水 道 6.415万円 0.6% 

土 木 ｛貴 32億6.735万円 29.8% 下 水 道 2HM,591万円 19.5% 

公営住宅債 3億1,041万円 2.8% 用 i色 取得 O万円 0.0% 

j間 防 ｛責 669万円 0.1% あさひ総合病院 8億3.909万円 7.6% 

孝史 膏 ｛責 19億7,100万円 17.9% .<:>. 計 109億8,370万円 100.0% 
災害復旧債 7,578万円 0.7% 0 

町債 の状況 （目的別）町有財産の状況

地 687,750rrt

建 物 87,499ni

有価鉦 券 2億9,636万円

出資金 2僅3,906万円

基金積立盆 49億4,729万円

01 23 4567  

公願112億6.154万円（崎明）

総務質i11億4.881万円（472%)

阻調’



．謂．

み
ん
な
で

先
川
口
げ
で
お
伝
え
し
た
と
お
り
、

川
で
は
、
市
町
村
介
併
に
つ
い
て
出

く
山
民
の
み
な
さ
ん
に
考
え
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、

3
川
に
わ
た
り

「
市
町
村
合
併
講
演
会
」
を
開
催
、
会

期
と
な
っ
た
ア
ゼ
リ
ア
ホ
l
ル
、
さ

み
さ
と
小
学
校
に
は
、
延
べ

8
5
0

名
が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
月
川
A
H南
保
地
区
を
皮

き
り
に
、
川
内
A
K
山
地
区
（
げ
問
所
）

で
地
以
説
明
会
を
山
川
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
市
川
村
行
仰
が
汲

品
さ
れ
る
開
山
や
、
ん
け
併
し
た
場
介

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、

い
わ
ば

「
市
町
村
合
併
の
鵠
促
知
識
」

を
説
明
。
白
焼
応
答
で
は
、
出
発
な

必
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
で
山
た
質
問
と
そ
れ
に
刈

す
る
町
の
答
弁
で
、
代
表
的
な
も
の

を
Q
＆

A
万
式
で
鮒
八
ハ
し
ま
す
。

考
え
よ
う

市
町
村
合
併

そ
の
2

A
．
合
併
し
た
時
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
配
似
し
た
抗
料
（
仏
総

あ
さ
ひ
U
ハ
リ
参
附
）
に
M
山
山
慨
さ
れ

て
い
る
も
の
が

一
般
的
に
釦
定
で
き

る
ん
川
併
し
な
か
っ
た
叫
ん
け
の
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
川
刊
か
ら
の
け
パ

体
的
な
指
針
が
心
さ
れ
て
い
な
い
刷

状
で
は
説
明
す
る
の
は
鮒
し
い
。

Q
．
町
は
合
併
に
質
成
・
反
対

ど
ち
ら
の
立
場
か
？

A
．
川
と
し
て
ん
川
川
附
す
る
か
し
な
い

か
は
決
め
て
い
な
い
令
作山
M
A
の
ぷ
H
ん

を
聞
き
な
が
ら
、
以
終
的
に
は
品
会

と
相
談
し
て
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
々
え
て
い
る
尖
際
、

2
市
3
町
の
肯
長
で
合
併
の
協
議
を

行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
現
代

は
、
川
氏
に
介
併
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
と
い
う
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
が
大
下
だ
と
々
え
て
い
る
。

Q
．
合
併
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は

2
市

3
町
が
塁
本
と
な
っ
て

い
る
が
、
魚
津
市
が
描
け
る

抱
け
な
い
と
話
題
に
な
っ
て

い
る
が
？

品
川
山
山
は
州
1
8会
議
所
な
ど
が

中
心
と
な
り
別
川
市
と
の
合
併
を
検

川
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ま
で

新
川
出
城
凶
2
出
3
川
の
枠
組
み
で

ご
み
処
盟
や
そ
の
他
民
川
引
栄
町
ヴ
を

A 

Q
．
朝
日
町
が
合
併
し
た
場
合
、

し
な
か
っ
た
場
合
、
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
？

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

決
で
と
い
う
こ
と
は
決
め

ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
’
H

治
体
で
は
そ
の
過
程
に
お

い
て
住
民
技
禁
や
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
ち
あ
る
。
し
か
し
、
投

京
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う

に
は
、
什
刊
以
が
ん
U

例
と
は

ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を

卜
分
に
州
桝
し
な
け
れ

ば
、
な
か
な
か
克
胞
で
き

な
い
も
の
だ
と
帆
行
え
て
い

る
そ
の
た
め
、
品
川
会

や
訓
脳
会
を
削
似
し
て
い

た
て
る
の
は
現
状
で
は
慨
し
い
《
九日

併
し
な
い
と
円

J

・「円
し
た
町
村
に
つ
い

て
は
、
日
民
が
今
後
の
税
負
担
の
増

に
も
耐
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
こ
う
と
判
断

し
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

行
っ
て
き
た
経
過
も
あ
り
、
川
と
し

て
は
、
行
併
す
る
均
合
は
2
市
3
川

と
い
う
枠
を
基
本
と
考
え
て
い
る
。

Q
．
病
院
建
設
に
か
か
る
負
担

はつ－

Q
．
合
併
し
な
く
て
も
町
の
運
営

が
で
き
る
の
か
で
き
な
い
の

か
が
わ
か
ら
芯
い
。
知
恵
を

絞
れ
ば
合
併
し
な
く
て
も
や

っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い

か
？
事
実
、
合
併
し
な
い
と

宣
言
し
て
い
る
町
村
が
あ
る

が
？

病
院
建
設
に
つ
い
て
は
、
設
計

段
階
に
人
り
、
い
や
業
を
進
め
て
い
る

峠
中
で
あ
る
。
病
院
は
川
の
予
昨
と

述
っ
て
企
業
会
社
で
あ
り
、
一
州
院
の

的
金
に
つ
い
て
は
州
院
の
似
人
で
返

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
昨
午
の
決

り
で
2
位
川
料
ほ
の
川
…
・
ア
を
山
す
な

ど
、
こ
こ
数
作
は
以
下
粁
円
で
あ
り
、

新
築
し
て
も
や
っ
て
い
け
る
も
の
と

桝
勺
え
て
い
る

A. 

Q
．
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
、
交

付
税
は
減
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
？

川
は
A
H
併
し
た
い
巾
川
村
に
付
し

て
は
、

A
H
m

N
例
法
に
以
づ
く
財
制

服
保
に
つ
い
て
川
J
し
て
い
る
し

か
し
什
川
附
し
て
い
な
い
山
川
村
に
対

し
て
は
、
川
の
財
政
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
以
上
、
交
付
税
が
減
、
り
さ
れ
る

こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

A. 

八

m
 

h
p
 

h
p
清
水
町
で
の
説
明
会

る

Q
．
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
て
か

ら
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る

の
か
？

O
そ
の
ほ
か
、
質
問
で
は
な
く
、

意
見
や
要
望
と
し
て
提
言
さ
れ

た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
．
2
市
に
重
点
が
置

か
れ
、

3
町
は
取

り
残
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
？

合
併
協
議
会
と
は
、
行
併
す
る

こ
と
の
是
非
を
合
め
、
新
市
役
所
の

位
向
や
、
市
町
村
山
叫
設
計
削
な
ど
を

協
議
し
て
い
く
組
純
で
あ
り
、
聞
係

市
町
村
の
議
日

・
円
以
や
宇
品
約
験

行
と
呼
ば
れ
る
佐
川
山
の
万
々
で
相
成

さ
れ
る
。

・
市
町
村
什
併
は
時
代
の
す
う
勢
で

あ
り
、
当
然
ア
メ
と
ム
チ
は
あ
る
c

ま
た
州
み
も
伴
う
も
の
と
店
、
っ
。
し

か
し
、
明
日
町
が
ど
の
よ
う
に
進
む

の
か
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
を
、
品
川
会

が
．
巡
し
て
か
ら
で
も
．．
 

小
し
て
欲
し

．‘v 

A. 

・
特
例
法
に
縛
ら
れ
ず
、
期
限
が
切

れ
て
も
ん
け
併
の
検
川

・
議
論
を
前
ね

た
k
で
行
例
を
行
う
べ
き
で
あ
る

G

－

m料
は
九
日
併
す
る
ん
万
に
似
つ
て
は

え
る

3

川
以
の
判
断
材
料
が
乏
し
い

＼ 

Q
．
講
演
会
や
地
区
説
明
会
を
行

っ
て
き
て
い
る
が
、
民
意
の

集
約
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
？
住
民

投
票
は
行
う
の
か
？

市
町
村
合
併
は
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
、

そ
し
て
、
地
獄
全
体
の
問
題
で
す
。
家
族
、

地
域
、
職
場
な
ど
で
意
見
を
出
し
合
い
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

／
j
i
l－
－

 

合
併
の
以
終
判
断
は
議
会
の
活

A . 

.. 
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キャシパー〉期間

間色穆く締め切
、

朝日町をはじめとする新JI／広域圏内（黒部市・宇奈月町・入善町）

では、ケーブルテレビ整備事業を進めております。

ル
ケl
フ
ル
テ
レ
ビ
の
疑
問

‘up 晴
開
凶
日
開
削

M
M凶目

光
ハ
リ
に
引
き
続
き
、
町
内
説
明

会
や
役
川
へ
川
い
什
わ
せ
の
多
い
蹴

川
に
つ
い
て
お
符
え
い
た
し
ま
す

1
テ
レ
ビ
・
番
組
に
関
す
る
疑
問
1

Q
一
行
政

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
内
容
は
？

A

一山引
け
川
を
は
じ
め
、
祈
川
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
・

山
門
小
り
な
ど
を
流
す
れ
’

－M
で
す
ま
た
、
川
泌
会
の
中
綿
や
、

災
万
叫
に
お
け
る
山
知
般
辺
、
行
政

か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
文
字
的
報

で
流
す
文
字
放
送
な
ど
、
設
｛
聞
な
行

政
・
地
域
仙
怖
を
拠
供
し
て
い
き
ま

す
。
持
し
く
は
、
パ
l
Mお
M
け
す

る
市
制
ガ
イ
ド
で
ご
帥
必
く
だ
さ
い

Q
一
C
A
T
V
に
加
入
し
た
場

合
、
新
潟
の
テ
レ
ビ
局
の
番
組
を

見
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

A
一
C
A
T
V
で
は
は
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ピ
叩
川
系
列
の

係
組
に
つ
い
て
は
、
北
帥
仰
け
般
送

で
川
る
こ
と
が
で
き
ま
す

Q
一
ケ
ー
ブ
ル
が
切
れ
た
場
合
、

放
送
も
止
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A一

一幹綿
ケ
ー
ブ
ル
は
ル

l
プ
状
に

張
り
巡
ら
せ
て
い
ま
す
の
で
、
切
れ

た
助
九
日
で
も
瞬
時
に
白
川
が
イ
能
で

す
引
き
込
み
線
呼
が
同
れ
た
助
什

は
、
山
口
州
シ
ス
テ
ム
が
帥
き
ま
す
の

で
込
泌
に
刈
泌
い
た
し
ま
す

Q
一
番
組
内
容
は
？

A
一

川
人
貯
に
は
、
日
l
州
番
組
ガ

イ
ド
が
道
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
悦
く
だ
さ
い

Q
一
ア
ン
テ
ナ
を
撤
去
し
て
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
た
い
け

ど、

工
事
の
関
係
で
テ
レ
ビ
が
見

ら
れ
な
く
な
る
期
聞
が
あ
る
の
？

A
一
M
m刷
版
送
が
始
ま
る
l
川
中
旬

か
ら
宮
内
仁
引
が
削
次
は
じ
ま
る
こ

＼
一
斗

μ
ソ
J
j
J
／

／

一一J
J

，
一j
・
」

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
仁
引
の
聞
係

で
テ
レ
ビ
が
比
ら
れ
な
く
な
る
則
川

は
あ
り
ま
せ
ん
な
お
、
山
川
ま
で

の
以
験
的
活
則
間
は
、
川
州
問
料
合
は

燃
料
で
す
。

ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
疑
問
1

Q
一
メ
l
ル
ア
ド
レ
ス
を
希
望
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

A
一メ
l
ル
ア
ド
レ
ス
は

「O
O
O③
×
×
×
・
コ0
・」℃」

と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

＠
の
仰
の
部
分
で
あ
れ
ば
、
後
日
郵

泌
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
山
中
込
H

A

に
よ
り
め
引
す
る
こ
と
は
イ
能
で
す
内

ま
た
、
併
以
附
も
お
灯
さ
な
ア
ド
レ

ス
に
で
き
る

「
マ
イ
ド
メ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
」
に
つ
い
て
も
有
料
（
初
則
貨

川
6
3
0
0
0円
、
月
額
2
．
0
0
0

門

・
悦
抜
）
で
利
川
で
き
ま
す
。
い

ず
れ
の
叫
ん
日
＆
句
、
既
に
絞
り
附
さ
れ
て

い
る
ア
ド
レ
ス
を
伶
引
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

．譜

た
だ
い
ま
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
」
を
展
開
中
で

あ
り
、
平
成
日
年
住
月
鈎
日
⑥
ま
で
に
申
し
込
み
さ

れ
た
場
合
、
引
込
工
事
費
が
無
料
に
、
宅
内
工
事
費

は
町
か
ら
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《月
額
料
金
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
》

次
の
泌
件
に
あ
て
は
ま
る
則
行
、

T
V
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
プ
ラ
ン
に
限
り
、

川
加
料
金
の
減
免
川
一
位
が
あ
り
ま
す

①
全
額
免
除

・
生
活
保
捜
附
山

・
身
体
障
山
内
民
約
千
似
を
所
持
す
る
身

体
仰
汚
符
が
い
る
附
併
の
う
ち
、

．
川
広
の
佐
川
状
態
以
下
と
必
め
ら

れ
る
附
市

・
山
仰
向
子
帳
A
を
所
持
す
る
抑
万
行

の
い
る
市
川
村
民
税
非
訓
悦
附
川

・
災
山
内
に
よ
り
半
附
州
、
半
焼
又
は
い
休

L
仁
川
以
水
以
上
の
限
度
の
被
刀
を
受

け
た
例
市
（
ψ
1
作品川叫
肋
則
川
の
初

日
の
屈
す
る
月
以
び
そ
の
穀
月
の

2
ヶ
川
間
に
限
る
｝

②
半
額
免
除

・
次
の
い
ん
が
肘
川
ド
．に
な
っ
て
い
る

Q
一
パ
ソ
コ
ン

2
台
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
い
の
で
す

が
？

A
一
加
入
お
’
リ
身
で
ル
ー
タ
！
と
呼

ば
れ
る
機
認
を
川
立
す
れ
ば
践
続
は

イ
能
で
す
。

ー
工
事
に
関
す
る
疑
問
1

Q
一
宅
内
配
線
工
事
を
自
分
で
行

う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
っ
・

A
一
流
行
総
白

（ノ
イ
ズ
）
等
の
発

生
に
よ
り
、
他
の
川
人
民
刊
に
協
併
を

及
ぼ
す
恐
れ
か
側
め
て
刈
い
こ
と
か

ら
、
祈
川
広
域
凶
か
桁
－
M
し
た
℃
内

I
・
引
業
行
に
依
州
制
し
て
く
だ
さ
い

Q
一
今
の
テ
レ
ビ
の
宅
内
配
線
を

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
っ・

A
一

F
」
と
吋
ば
れ
る
川

州
ケ
ー
ブ
ル
で
あ
れ
ば
利
川
で
き
る

均
什
も
あ
り
ま
す
ま
た
、
分
配

総

・
刑
判
明
川
咋
に
つ
い
て
は
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
フ
ラ
ン
で
は
そ
の
ま
ま
利
則

で
き
る
期
合
が
あ
り
ま
す
が
、
多
チ

ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン
の
場
什
は
、

C
A

T
V
H川
泌
の
ち
の
に
す
る
必
泌
が
あ

り
ま
す
ご
自
家
低
の
状
叫
に
よ
っ
て

民
な
り
ま
す
の
で
、

一五内
に
い
引
業
行

「

5
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抑
川
：
・
制
党
、

州仙
川
は
附
心
刊
日
行
・
明

度

T
－
2
級
）
の
肢
体
．
小
山
山
行

．
南
山
は
の
戦
似
州
民
引
が
附
一
川
れ
と
な

っ
て
い
る
刊
川

役
場
企
州
財
政
課
ま
た
は
位
以
制

祉
課
に
あ
る
備
え
付
け
の
山
・
清
刀
に

必
泌
が
川
引
を
心
人
の
う
え
、
制
山
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
以
上
の

m山

に
よ
り
N
H
K
受
い
料
の
減
免
対
象

と
な
る
店
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
も

減
免
の
対

象
に
な
り

ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に

山
中
治
し
て

く
だ
さ
い
。

に
ご
州
議
く
だ
さ
い
。

ー
料
盆
・
プ
ラ
ン
に
関
す
る
疑
問
i

Q
一
T
Vや
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

加
入
プ
ラ
ン
を
変
更
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
か
？
（
例
一
エ
コ
ノ
ミ

ー
↓
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
↓
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）

A
一
い
ず
れ
の
均
什
も
吋
徒
で
す

T
V
の
財
A
H

は
、
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
設
定
（
撤
去
）
賀
川
が
か
か
り
ま

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
、

必
定
変
記
子
数
料
と
し
て
l
．
0
0

0
川
（
悦
肱
｝

か
か
り
ま
す

Q
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
テ

レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
同
時

加
入
し
た
場
合
ど
う
な
る
の
？

A
一
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
加
A
の

H
H
M押
～
，
＋
品
、
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〆

s
f－

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
と
の
川
叫

加
入
の
助
什
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
則
川
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の給与状況手の枕妥
町民の皆さんに広く

次のとおりお知らせします。

朝日町職員の給与等について、

ご理解していただくため、

町職員
特殊勤務手当 （平成13年度）

区 分 全般事E

l隙Li全（..j(（こ市める f;!.i支給側nの~ilJ {I· 15.9＇｝色

支給付完~Iii市民 l人吋た りのが均文給句者ll 3.1911'1 

T勺のt•rt l'!t CT勺数｝ 5 

Ill.It!!交t少子、＇I

IU<fl'・Jな下当のr.f11：‘ . 1'1 !li1J』ff )!Jl i~i~f.'5 J主勺

必Iii！徴収’Ji筋子吋

(7）一②(8）特別職の報酬などの現状 （平成14年4月1日現在）

期1木千九 03年1長支給制｛~）
II 分 給料jl徽

6JJ 12月 3月

(JJ分｝ (} J分｝ (J i分｝ (J l分）

lllf 1~ 880.0001'1 

JJJJ i支 700.0001'1 1.45 1.55 0.55 :3.55 

JI~人i立 630.0001'1 

教行l~ 630‘0001’l 

li'f・（下l'J

22.4% 

* ;"iiill 会，JI と｛士、州｜災’Ji~· IEIWl.JlLli保険等を除くllfT明書官全般を行うための会
,:1・ Jをl叫・ますぶ

＊人｛＇）：・t'cr.：. は、将校総に；，：給される紛糾、縦断！などを~みます，

人件費考古人件費

ト820.355

災賃収支

321.840 

( 1）人件費の状況 （普通会計決算）

続出沼l

ハU
ヴ
24

・
n〆－nノ－0

0
 

μ
人

J
7
 

今
、

v
q
J

4
o
 

f
n
b
 

「i人

1311'1史

" ノJl汰

lf1fi古・千円(2）職員給与費の状況 ｛平成14年度醤遜会計｝

灰分 l級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8~Jj( 

1υJi r:.:J玉 1：’Ji 係l{ 係u ぷWVI! .w1之 ぷl主
i隙隙

務2内5的準な
nr: ur: H下

話It任

耳議員数 15 26 21 21 6 6 IJ 108 

総Ji.見上t 13.9% 24.1% 19.4% 19.4% 5.6% 5.6% 12.0°& 100% 

(6）一般行政職の級別職員数の状況 ｛平成14年4月1日現在）時間外勤務手当

.｝：給 t芸術i 47.114千円
12勾ユ！主

峨民l人勺たり支給11出n 198HI 

J<. 給総額 43.233千円
13iドJ!i

破口1人、＇iたりJ<.紛lJ官!i 186 HI 

(7)ー③期末三F吋 （ J 3j l'·lit文給：~IJ{I)
［＞（分 報酬mm

6月 12月 3 J1 正l

() l分） (J i分） () J ~l-i (J J分）

泌 u 370.0001'1 

/,¥IJ,j品u 320.0001’l 1.45 155 0.55 355 

，；品 H 300.0001'1 

.. 

一般行政峨 技能労務総
l吐分

、｜恨j給料ji徽 平均年出合 平均給料J:liifl 平均年齢

仰111111r 3 1 5. ：~62 1 ' ] 40.1成 273. I 7Qlll 50.0i.~ 

I•~ 332.0521’J I 40. 4ir~ 290.731 l'J 488必

~目1、 365.3851'1 42 2i~ 364.141 ri 48.0歳

｜吐

•:!/JI l四I 同

Ii 分
決ii初任給 1ti1t12{1二経過日 採用2年経過口

給料館l
決定初任給

給料綴

｝ぐf‘式（； 114 .11001リ 188.9001'] 174.40019 188.9001'] 

.~·：；校卒 141.9酬 I1s1.8001・1 14 I .900P・J 151 .8001'1 

本 般行政11.~ と Ii ’］if五系紛れなど、 f:H1主ヴjf)5臓と c:t:"i"f支・ i呆fit時の凋Jll!Hなど
を’f行します

(5）職員（一般行政職）の経験年齢別・学歴別平均給料月額の状況
（平成14年4月1日現在）

経験年数25年
以上30年未満

376.3501’l 

l人当たり
給り t!t

(3）職員の平均給料月額、平均年齢の状況 （平成14年4月1ヨ現在）

42 l. I 291’l 

5.735 

(4）職員（一般行政臓）の初任給の状況 ｛平成14年4月1日現在）

1.336.350 

経験勾2数20年
以上25tf.未満

青f

370.3361’！ 

325.5001’l 

Jg］~dl勉子可

359.282 

*'j!J. 従

＊眠Hll'＇刊には. ill収 1・汁~－；1みません。

I 13.953 

!If&封F当

λ；’"f:"iベ

1'.;j校千：

*t耳帝王I＇数 1Q!J' 
以上1s1r~~i1百

291 .7921'] 

231.3501'1 

給料

863.115 

見書HWl

233人
(7）一①職員手当の状況 （13年度支給割合）

l草分 電車iBP可 [!'l 

日月末手当 勤勉手当 E月末手当 勤勉手当

6月耳目 1.45月分 0.60月分 6周期 1.45周分 0.60月分

12月期 1.55月分 0.55月分 12周期 1.55月分 0.55月分

期勤
3周期 0.55月分 3周期 0.55月分

末勉
計 3.55月分 1.15月分 計 3.55月分 1.15月分

手手

当当
服務十；の段階、戦｛万の級て干に 戦I'.完｜．の段｜析、戦紛の級：1；：ニ

よる｝Jl)f,i：折icrii よるIJ111Hl¥ii’l1i

*HI 4年皮より Wl末 F勺は *HI 4 IJ'.liより！日J,f<f・・ 勺（主

3 5011分（ム0051］）に改定 3.501 1分（ム0.05J!lに改定

の予定

（支給率） （自己都合） （む奨定年） （支給率） （自己都合） （勧奨ー定年）

勤続20隼 21.00月分 28875月分 勤続20$ 21.00同分 28875月分

i,j銭25年 33.75月分 44.55月分 勤続25年 33.75月分 4455月分

退 勤続35年 47.50月分 62.70月分 勤続35年 47.50月分 5270月分

戦
患高限度額 60.00月分 62.70月分 愚ii限度額 60.00月分i5270月分

手

2話
その他のJJllfW~Vi その他のh1m:mii'I

;:j::f）＇凶im抑jj！！目指符））IJt:¥li'i i~ II' 1'1ii 1t1・ i9J i!!Q/il1".'Jけ）IH/~ji'(

(2%～20%) 12＇｝，，～20%) 

ill~；世II寺特）J1n1・給 I' }f宇 ililm¥1昨1.mJ/1'・*[; I ~ i i事

l人：・!.jたり千・均支給彼1

24.978「1'1

区分 肉 ~ 
1調の制度

INの制度と奨なる1-"1谷
との察院l

同m お 16.0001'1
． 

その他のり、ru1

l人1-1 6.0001'1 
主I(

（同~flJJ r. をv.:ivi してい

f建 ないt弘行｛ま6.5001'1)
<l•ilの；li!IJ~｝

lo.i］じ Ill[ と I ·~ じ
ー手 2人11 6.000111 

当 3人II～3.000PJ

* i1尚 16h~l)'f広告白めから i倍22；.~ ＜1'

l立ぶまでU〕HUにある fl人lこっ

き5.0001’｜をimp:

｛｜｝ （門家：•；；

①家l'i23.0001’l以卜の場介

f主 三n~ － 1 2.0001 •1

思J ~家ln:! . 0001けを必えるI弘行
<I i.I の；l~WD

l11Jじ 日Jと I•~ じ
手 11.0001'1+ （家＼'i-23.0001'11/2

当 *h1,・::aw立高自27.000111

121 r1’f:;I 0001'1 （祈染5lドまで

2.5001’J) 

(II火活lltll'J例11111,m

CiYi'rt:i主t＇：限度 lii! 115.0001'1 
〈｜刊の；l~Jlit)

U J lllf ~ I・4じ
R'r＇‘＇！if！主も’ilW::ttil！を組えたI誌の

通 45.0001’J+ 

動 ( j!Jlt'i111 ·•1m！時45.0001'11 /2 

本41,・.:mll宮前iS0.0001'1 !.W:'l• iJ じ
手

当 C~l i'I 盛IJ 巾’：·（.~！！川iii哲 t-1 !2) i'.J!ll由。l<:;;;r士m峨li

自ii進1-<:~，，斗じじ 飢餓lベ分に応、じ

:l.0001'1 ～ 7.2001'1 2.0001'1～20.900川

12km～4km1＇、；~＼J II 5km!X l:l (5km,,f＜、，ii)'i)C40km以上l

扶養手当・住居手当 ・通勤手当(7)一④* !Pl~ミ F 勺には！：.：~の支給；ljl) (tに'10%のIJllJHl\i•'lii

＊杓北 1411二I~より rnJ-1＜、 T ・＇I は.ii・3.50J IH （ム0.0511分｝に改定の （＇定

(9）部門別職員数の状況と次年度の見込数

戦 t1 数
骨I1Jliil'・ 'fl戊15年度

区分 平成13年 平成1411'
J円減数 峨H数

B 
8-A ｛見込）

A 

J高 ゐdιd' 3 3 3 

総、 f)~ 34 35 35 

悦 ｛完 9 9 9 

高2 J..~ 1: 87 85 ム2 85 

1 j 
!:'ti 生 8 8 8 

l政

；＂：・科 I~~ ＃ ノドバ： 15 14 ムl 14 

！”l 
l何 4 4 4 

イド I I II 11 

171 169 ム2 1()9 

H .¥'.< (:) 38 37 ムl :17 
)jlJ 

~｛ I ii'i も~j 24 24 2'1 

！”l 小 62 61 ム｜ 61 

;":・j迎会J~1 .:1· 233 230 ム3 230 

167 162 ム5 162 

Fιj、、
l~lll'.!IJ!Wf単｜後 4 4 4 ・:¥ 

1ラ
1民 ，！き I(,(lil!i，；立
仇．． へ， 
ノ，.恥、 flil M水 道 2 2 ？ 

一
｜”l 

｜ご Jj( ill 3 3 

177 172 ム5 172 

司。、めι・ノlI ”ii・ 410 402 .C.8 402 .. 
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我
が
国
の
文
化
の
発
展
に
大
き
な

功
紛
が
あ
っ
た
万
を
祢
え
る
平
成
凶

作
一
位
の
よ
化
功
労
行
が
政
的
か
ら
発

ぶ
さ
れ
、
朝
日
町
山
内
珂
で
、
名
目
汁
町

民
の
大
手
山
泌
氏
（
mw
歳
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
の

近
代
日
川
文
代
日
の
前
．
人
行
と
し
て

の
川
脱
が
川
制
さ
れ
て
の
も
の
で
、

制
川
町
で
は
初
、
山
山
山
川
小
山
身
行
で

も
過
去
に

3
名
し
か
庖
ば
れ
て
い
ま

－A
r

一二

せ
ん
。

L

八
平
さ
ん
は
川
川

5
H、
文
化
功

労
パ
の
似
彩
式
に
川
州
、
そ
の
後
の

食
事
会
で
は
天
川
件
下
と
思
議
し
ま

し
た
。

東
日
爪
印
住
の
太
平
さ
ん
に
、
現
化

の
心
境
を
．山川町

ー川
で
川
い
ま
し
た
↓

「
大
変
な
も
の
を
い
た
だ
い
た
と
び

っ
く
り
し
た
が
、
段
々
と
H
M
び
が
こ

み
ト
ぃげ
て
き
ま
し
た
。
川
市
汁
の
耐
え
に

／だ ξ却、 子山

のけ数 す 昭 正 宗 お
名、々る和 5 ~お
答平のた 43年色ひ
町成入め年朝
民 11 選東 tー日正

、京岳町 f孟さ
朝 表へ業泊 sん
日彰。 に さ 家 幸
町を 以専ま .J 

初受来念%大

秋の叙然
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石
原
宏
一
さ
ん

（
均
成
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ベ
仏
町
｝

附
制
お
年
に
的
消
防
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に
人
っ
て

以
降
、
消
防
判
長
、
川
防
本
部
次
長

な
ど
を
服
任
し
、
約
お
年
に
わ
た
り

消
防
業
務
の
光
夫
に
以
hμ

さ
れ
ま
し

た
a「担

保
し
な
い
こ
と
が
お
き
て
附
い

て
い
ま
す
。
約
お
年
間
の
消
防
業
務

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
思
い
出
で
、
忘
れ
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は
い
ろ
い
ろ
な
支
え
が
あ
っ
た
が
、

郷
引
の
後
押
し
が
非
常
に
大
き
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
川
の
作

品
は

－環
境
』
と
い
う
．
袋
ポ
に
大
き

く
た
ト
刊
さ
れ
ま
す
。
側
川
町
の
山
か

な
自
然
、
そ
の
向
然
に
包
ま
れ
た
川

以
の
み
な
さ
ん
の
災
し
い
心
。
そ
れ

ら
に
主
え
ら
れ
た
こ
と
が
こ
の
紡
川市

に
つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

制
け
町
に
竺
を
受
け
、
こ
の
山
か
な

れ
然
と
五
し
い
心
が
払
の
体
に
し
っ

か
り
と
似
付
い
て
い
ま
す
み
な
さ

ん
に
は
、
よ
り

a
Mこ
の
即
日
川
を

γ

っ
て
、
大
切
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
と
願
い
ま
す
。
私
山
身
は
、
文

化
幼
労
ぷ
将
と
い
う
こ
の
大
き
な
励

ま
し
を
い
た
だ
き
、
や
っ
と
山
の
舵

に
た
ど
り
前
い
た
と
い
う
心
境
で
す
の

こ
れ
か
ら
頂
上
を
円
指
し
精
進
し
て

い
き
た
い
と
々
え
て
い
ま
す
。」

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

山官1
然
私
だ
け
の
撤
収
で
は
な
く
、

問
附
の
方
々
、
と
り
わ
け
家
を
守
っ

て
く
れ
た
必
の
お
か
げ
だ
と
感
刈
し

て
い
ま
す
出
版
後
の
け
々
の
山中
で、

叉
併
に
よ
り
前
刈
を
も
ら
っ
た
%
が

し
ま
す
」

l
 

l
 

i
 

－
－
 

｜
 

栄

剛

ゆ
か
り

作物；（

山ぃ火
山
紀

vdリ

ノ

l

山
辺

r

4
1
 

A
7
’
 

｜｜｜ ー

、
あ
め
’1)< !Ji. ｜｜｜ 

・l，d司．i
 

｜人l捌

ヅ］Hn 
Ii'＂純 liJH・あ !J. l：不あ （~ 昨 fl'

ゆゆ
制 Hiみ何：1，ぶ jミ

l
 

l
 

，．
 1
 

・I’J
 

e
a
 

i
 

J

”
 

1
 

1
 

1
 

1
 

出ft尺;j..: 111 111 

l彬 'h'i.iJ.i：地 主II魁 Hi !-i二

’Iii 久
ιi] ：・＇・；・ぉ：r；綾 1!!11i五

千t，bt
’
 

！
 

””」

、4・・・〈．
i
U1
 

判
制

寓
Mレト

．
明
日南

保
地
区
（刊
名
）

行

川

咲

次

宇

同

一

足

．
、
、
一
．
、
、
l

』J
A

4

』
ノ
ノ
J

行

川

先

制

中

的

然

行

－z〈
へ
叶
ド
．
h

H

C

’E
E
9

市川

inHa

’－－
a，

け
・
品

U

人

山

本

治

川

州

本

山

ぷ

山

川

内

也

山
崎
地
区
（
辺
名
）

・ν
ヘ
f
b
I
 

滞
日ι刊．、』，ノ

－純欠 iMf大t ( { 子介山;t:ij 

t；ぇ

1::1 i1n Jll 111 111 1克 J支 ii＼桜町

fll f！キij’Ill n it-< ((iij 俊 1Jli •Iii 肱
ネij 111 

地↑百 i少；c 山
yA 11 L 1!li: ／、，’，.也{j; r-A. 人出 J｝＼ 

’E
h

－
 

－ノ久
保
川

L
ド

H
W

川
崎

e

t－

－u“

，』
，

0
・
・
J

・・

0J

A
H
1

川

r

g

J

P

J

 

川川，附よ

リ
ト
」
山
れ
宇

一
ト
」
山
川
干

じ

印
鍋

ぬ
一，dq
－、

h

h
町
叩

aA叶．

h

A

U

1

 

a司
4
a
u
n
J

一
レ
ト
，
J

’

l
 

，、
，
L
t

’

，J
t

Mよ

い

b
R
P
M
1

，，

H
H叶
J

C

、
4
4
 

…
大
家
圧
地
区
（mm名）

1
・・1
 

2
 

1・伶 ｜：幼

下りよノ)I 

｜｜ 

不II 久
Jミ

r-·~； ,;J!X 光 11!. r-!'[ 

f' H~ 

k 

ノド松 J（：必 1Jt.j吹町： ,r:i ,ni ?i'1 r'fi 仏f小 ｜：小ノ（ ) 1: JI: JI: 
:m 久

iliiij iJ;X・i;t:iW川似什｜ ｜

手II可II.文；4悠

r-)1見

J~j( ) 1: jj白石j111 

'"' 

日
H
仲

ιhvju 

－－
ι
’
 

M
M
U
 

j
 

h
紀

f

l

t

 

h
刊

結

明

記
小
e

L

H

l

～u．
允

千

品
川川
松
災

以

広

V
E
L

－
d

、，．

e市

z

，ー

パ
J

－
Hae’
 

子結｛

本

．．
 
，
 

t
 ’o 

・7

3ζ 

法
* 

え＝ イと

11'( ・1
－．
 

‘
r
 

’uv
‘，
 ha

，－．
 

4キ

,r,:j 

米

n
H
 

，、，l
 
j
 

j
 

ι？・、，，．先
日

ー

Hi 字文

ノ〈川付也

日'I'Ill Ill 

L' I愛干lj

I. 
•I!，、 [' 

名
簿
に
名
前
が
載
っ
て
い
な
く
て
も

「
成
人
式
」
に
は
出
席
で
き
ま
す
。

…杭川一r
・
就
淀
川
れ
す
に
よ
り
、
住
所
が

朝
日
町
に
な
い
方
で
、
「
」山
家
政
が
町

内
に
住
ん
で
い
る
方
や
日
月
以
降
に

町
内
に
転
入
さ
れ
た
い
力
も
、
制

H
町

の
成
人
式
に
山
山
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ロ
片
山
田
例

ま
で
数
行
委

μ会
へ
ご
辿
納

F
さ
い
。

（官
邸
｜

l
l
O
O
州
制
3
2
3）

朝
日
町
消
防
団
秋
季
訓
練

明
円
町
消
防
問
秋
季
訓
練
が
ゆ
月

U
H行
わ
れ
、
行
内
全
域
の
巡
川
出

悔
や
脱
水
訓
練
に
続
き
、
分
刊
行
進
、

いド火
彰
伝
述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

炎
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
倣
称
附
）

。、
永
年
勤
続
退
図
書
感
謝
状

．．
 

ん
釘
l
分
川
班
H
N

じ

n
zケ
川
川
i

』，，《，
F

’d
J
1
，，s
i
t
z
トt
a
－－H

・・L
吋，
、3
』
J
M
H
．M
H
・1
i

J
仰

lunF4
、ノ
J
E
V
E
r
J
L

・・L
Y
，・
ι
・》J
“川
1

川川
、r
u
H
J
〈

J

町刈ノ
L

一ノ
J

’ruuu
”ノノト
S
I
A

－－L
v，’
ιr

・与J
凶川
w
m
t
g
・〈

J
M刈

4
5
卜
H
L

－aL
τ

，・3
・Y
N
U
L
J
H
H
一－

e

J
N
A
H
E
、4
ノE
ドノノ『
r
r
F

．げん却
5
分
川
班
長

・じ
f

；・〉
Y
凶叶凶？
l

j
～ーシ
E

、ノ
j
z
r
a
r
s
－

・・L
R
5・、J
川
H
i

，J
《a
p
t
、ノ
ー，，E
ト’’
a
’t
L

一パ
第

6
分
間
分
凶
以

一バ第
6
分
凶
暁
長

乎成 14年次

ヰ土会教育功労者ゑ彰
（え-IF科学大豆,j.~）

竹
内
み
胤

u小 1lljノ〈
JI:杉 Ill'i1 
;( 11＇（定
人ぬ ti..'i 

ト
八
端
的
正

山
川
知
也

ド

ιμ

同

γ
・，

ト
・

I

d
m
吋ふや’’’
H

’’’l

渡
辺
附
大

竹
谷
導
仁

O
家
族
に
対
す
る
感
謝
状

－げん第
5
分
川
川
口

t
’
川
町
氏
の
必

卜し山市川
uf

ベ
節
6
分
川
分
川
ド
民
政
辺
附
トド
〈
氏
の

陣
式
波
辺
節
子

O
富
山
県
知
事
現
場
表
髭

日

i
日
J
i
v
p
q
s
ト1
・・・
5

〈

．
h

、ト
I
・e
．3l

hu

“山W
A什
説
H
N川
刊
日
刊

W
1
1
0
hv

s

f

b

T
』
l
ι
T

nド
l
t
L
J
H
H
“川
・i
h

H

1

．川．
F
a

偽

シ

ノ

J
I
l
－－
t
L

h

H

ペ
f
ふ引
vhun

お
1
分
川
同

μ

絵
川
俊
．

出

2
分

川

川

口

問

川

手

間

知

3
分
川
附
U
H

数
衣
川
恨

め
4
分

川

川

川

雌

川

出

久

山
5
分

川

刷

民

民

M
制
人
法

第
6
分

団

問

日

制

池

一

ベ

成

第
6
分

川

同

日

水

品

悼

文

O
消
防
団
長
表
彰

可
，
、
1
d
n
叶H
T
・－、

ヨ
！
？・いしい
・l
，

第
2
分
川
班
長

前
3
分
間
M
U

出
5
分
同
問
は

rs
．1

・0」
仁
I

－’・－
Ja
，t
ノ’h
H

山
崎
尚
一

一
冬虫
y

梢
山
汁
純
児

上
川

m

永
年
に
わ
た
る
州
人
会
活
動
に
お

い
て
久
性
の
地
仰
向
上
申
州
人
会
組

織
の
的
性
化
な
ど
に
パ
附
さ
れ
ま
し

＋’』
占

川
端
き
み
子
さ
ん

（
刀
成

・
ギ
抑
一
似

ま
た
い
州
人
会
的
助
の
み
な
ら
ず
、

多
打
州
の
州
出
い
分
町
に
お
い
て
川

雌
し
、
社
会
教
向
の
発
出
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

... 
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なかま定ぢ

新鮮

自
然
と
の
共
生
i
理
想
郷
を
5

「渉開
」
長
崎
喜

さ
ん
（
M
m
ハ介・川町政

断
行
の
ま
だ
拠
出
く
、
山
川
か
な
引
山
に

あ
る
桃
川
似
郷
、

「ψ
印刷明
」。

’H
Mm
と
の
陀
ハ

仲

r．
を
子
ど
も
た
ち
に
い
似
え
る
こ
こ
で
の
川

安
達
朋
哉
くん

辻
岩
崎
の
安
述
正
附
・

美
恵
ノ
ず
さ
ん
夫
必
の
長
見

（平
成
ほ
年
5
川
口
円
生
）

土

井

珠

里

ち
ゃ
ん

若
車
町
の
土
井
健
太
郎

・

朋
子
さ
ん
夫
妻
の
次
女

（平
成
ロ
年
5
月
初
日
生
）

組

え？僕たちですか？同じ職場で年齢も近い4名が集まつ

fフレッシュさが武器…？J

動
が
、
コ
カ

・
コ
l
ラ
関
山
川
川
に
よ
る

「コ
カ

・
コ
ー
ラ

mm川
教
向
日

・
匁
励
行
』

を
交
代
は
し
ま
し
た

代
ぷ
行
は
け
民
的
H
M
．
さ
ん
。
ボ
成
6
年

に
故
山
仲
間
と
の
「
浴
び
場
」
と
し
て
F
却

の
丸
太
小
川
を
姐
て
ま
し
た
が
、
地
．
ん
の

rど
ち
た
ち
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り、

「
じ
い
ち
ゃ
ん
の
投
術
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知

必
、
い
わ
ゆ
る
J
に
来
の
技
e

を
伝
え
て

い
こ
う
」
と
拶
創
判
れ
を
開
設
し
ま
し
た
υ

「炭
焼
き
、
紙
す
き
、
土
保
作
り
、
内
然

観
察
：
－
A
J

の
時
代
で
は
、
な
か
な
か
味
わ

え
な
い
感
動
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
刈
る
．
長

崎
さ
ん
ニ
し
か
し
、
拶
削
訟
の
魅
刈
は
、

こ
の
れ
然
体
験
予
校
と
し
て
の
創
だ
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
紙
づ
く
り
に
他
う
ケ
ナ

フ
、
コ
ウ
ゾ
を
栽
府
し
、
本
の
芯
は
山
山
焼

き
の
似
料
と
し
て
仙
川

a

お
が
く
ず
や
粉

川
小
刀
、
肥
料
や
L
L
峨
改
以
刑
と
し
て
川
利

用
す
る
な
ど
、
羽
化
多
く
の
企
業

・
下
濃

川
か
山
り
制
ん
で
い
る

「ゼ
ロ

・
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
（
ご
み
を
排
川
し
な
い
ぷ
み
）
が
、

こ
こ
で
は
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
川
ド
一
山
は
こ
ん
な
伝
派
な
機
能
を
仰
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
に
は

一山
然
を
好
き
に
な
ろ

う
』
と
・百
い
た
い
で
す
ね
」
と
以
崎
さ
ん
。

少
側
明
へ
は
｛
雌
か
に
辺
附
が
思
い
ん
で

す
よ
」
と
苛
笑
い
さ
れ
ま
す
が
、
「
た
ど
り

れ
い
た
時
の
感
動

・
決
し
み
は
附
別
で

す
」
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
人
午
．
も
そ
ん
令
も

の
か
ち
し
れ
ま
せ
ん
ね

さわやかさん

省一
V

か
な
う
と
い
い
な
あ

窪
田
美
咲
さ
ん

両
陽
町
）

沼
江
明
日
香
さ
ん

（境
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

私
の
将
ポ
の
少
は
、

保
向
上
に
な

払
は
小
さ
い

f
の
め

ん
ど
う
を
け
ん
る
の
が
好
き
で
、

る
こ
と
で
す

ょ
く

必
の
め
ん
ど
う
を
は
て
い
る
か
ら
で

てす

さそ
いれ
ずで

F と将. ~、 )j~
’コ 、
し
ょ

遊
ん
だ

保
向
上
に
な
っ

り
お
位
話
を
し

た
り
し
た
い
で

す

e
f
供
た
ち

か
ら
好
か
れ
る

伊

保
向
上
に
な
り

た
い
で
す

津田三栄子さん（25縦約112丁目）

一一新川11'杭伝川合Wil'I支店一一

たピーチボールチームなんて・すよ。

新i巽組？いやいやI新鮮組jです。 そんな高尚な名前をつ

けたら、相手チームに負けて、名前負けして、一試合で2
連敗しちゃうじゃないですか。

毎週、月曜日と木曜日に大家庄 I牽遊館jで練習してい

ます。本当ですよ。練習してるんですよ。

でも、えらそうなことを言っていますが、実は結成した

ば力、りで、さらに、なんとピーチポールをプレーするのは、

全員初めて｜！ 今は、一緒に練習するチーム力、ら指導を受け

ながら日々練習に取り組んでいます。 実はいつか見返して

．．じゃなくて思返しをしたいと思っています。

先日、岩手県釜石市で行われた、全国の強豪チームが集

結する（？）第4回SAN刊KUCUPtこ参加し、公式戦初勝

利を挙げました。今後の目標は宮崎、大家圧の菜チームを

破リ、全国大会に出場することです。えつそれはないだ

ろ？いやいや目標は大きくないと。それに僕たちの武器は、

他のチームにない、とれたて野菜のような新鮮さ。お酒も

燦いなのでビタミンやミネラルが笑われてしそません。賭け

事も嫌いなので心力f汚れていません。

初勝利で自信もついたし、 f必殺ビタミンサーブjでギヤ

フンと言わせちゃうぞ～！アイタタタア、ヤラレタア・・・ー・

えーと、とにかく、今後もピーチボールをより楽しんでい

きたいと思いますのでよろしく！

ご〆』ナ『マーーな〆
. l ／’，， ~ 
y ιJ e伊

山
崎

一
樹
く
ん
（桜
町
）

五
箇
庄
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
少
は
、
プ
口
町
球
の
限
付

に
な
る
こ
と
で
す
。
以
崎
山
川
航
行
の

よ
う
に
え
ら
く
な
り
た
い
か
ら
で
す
。

あ
と
、
松
川
選
F
や
治
似
滋
子
と

一

梢
に
食
引
を
し
た
り
、
ワ
ド
川
（
を
と
っ

た
り
で
き
る
か
ら
で
す
。
野
球
は
大

好
き
で
す
が
、

ま
だ
．
ト
子
な
の

で
も
っ
と
締
何

し
て
、
う
ま
く

な
り
た
い
で

す

住
吉
朋
人
く
ん
（下
山
新
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

ポ
ク
の
将
米
の
ψ
は、

マ
ン
ガ
・
米

に
な
る
こ
と
で
す
、

な
ぜ
か
と
い
う
と
、

訟
を
怖
く
の

そ
れ
と
、
引

分
の
附
い
た
マ
ン
ガ
が
み
ん
な
に
ぷ

が
い
町
き
だ
か
ら
で
す
。

ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、

シ
」
て
ム
ピ
つ

れ
し
い
叩
」
と
だ

か
ら
で
す
。
み

ん
な
に
ぷ
ま
れ

る
よ
う
な
マ
ン

ガ
を
附
い
て
み

た
い
で
す

親
し
み
の
あ
る
笑
顔
を
！

就
職
し
て
は
や
4
午
H
－・
・
で
す
が
、

い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、

光
市
に
教
わ
る
何
日
で
す
。
トメ
店
で

は
志
川
浩
務
を
判
中
ー
し
て
い
ま
す

笑
頗
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け

で
き
て
い
る
か
ど
う

て
い
ま
す
が
、

か
・
：
多
少
引
き
つ
ら
な
い
よ
う
に
は

な
り
ま
し
た
が
（
実
可

ま
だ
ま
だ
「
必
っ
て
る
」
以
山
中
で
、

印
象
に
成
る
い
い
川
は
な
か
な
か
叫

、J4
1
R
U
H
〉
い
U
F川

合
4
J
V
P
Aド
U

’’f
H

い
川
せ
ま
せ
ん
が
、

を
何
た
せ
て
怒
ら
せ
て
し
ま
っ
た
と

か
、
外
川
り
の
h
H
に
ト八
が
な
川
件
を

し
い
え
忘
れ
た
と
か
、
必
い
川
な
ら
印

象
に
あ
り
ま
す
払
が
．

zm
必
い
の

に
、
外
凶
り
の
方
が
お
伴
般
に
怒
ら

れ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
な
ん
て
－
－
v

‘
』
ご

』
、

－e
J
ふ
／

お位打
Mm対
象
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
市
け
を
、
楽
し
み
に
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
ん
万
が
い
る
と
聞
く
と
、

ゃ
っ

は
り
う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
。

f I~ 

体
を
動
か
す
機
会
が
少

な
い
の
で
、

体
川
は
出
か
け
る
ζ
と

が
多
い
と
山
い
ま
す
。
口
い
物
や
ド

ラ
イ
ブ
か
な
。
ぁ
、
旅
行
に
行
き
た

い
で
す

：
川
川
以
に
。
渋
い
で
す
け
ど
、

．暗
l
p
￥、
，I
こ
＋
品目、
2
k
h
λ
1

。

ば
μ
h
y
h
H
a’’I
L
－－ふ
d
d
J
AM
－

．．
 

・
則
を
川
は
え
て
も
ら
っ
て
、

ま
た
卜
え

川
に
足
を
迎
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

受
付
に
し
た
い
と
忠
っ
て
い
ま
す
。.. 
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れ
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c
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（つ）企いいとこな一。（つ）

殺打
湖
、一－
V

1

U

0

・u
H

年

同

市
AK
I

／

v
hU
1
4f

（

。1
p
し

2
4

宮’

Y
H
J
e

jill＼
＼

ぺ
？
－
一
ぞ
，h
白

川

円

一

h

k
かミ
＼

ら

ト
川

U
’t
J
八
齢
、
，
九
九
許
制
町
、

i
r

－－J
M

J

4

r
－。。
日
出？
U
h
似
て。

判

ぺ

川

内

恥

J
U
1山
時十

、

：

i

ぺ

、
し
す
f
u
H
守

主

a

設
稿
コ
ー
ナ
ー

（つ）

2
0
0
2作、

円以
後
の

「仏
報
あ

さ
ひ
」
で
す
。
今
月
の
テ

l
マ
は

「今
年
を
振
り
返
っ
て
」

で
す
。
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
2
0
0
2作
は
ど

ん
な
作
で
し
た
か
っ

ふ
り
か
え
り
た
く
な
い
で
す
ね
・．．
 

ツ
う
か
っ
た
；
。
来
年
は
楽
し
そ
う

で
す
。
早
く
来
年
な
ら
ん
か
な
｜
。

（

P
N
天
道
女
無
始
さ
ん
）

＠
川
が
め
っ
た
ん
で
し
ょ
う
・
：
。

今
年
は
な
に
か
と
、
と
て
も
あ
わ

た
だ
し
か
っ
た
よ
う
な
気
．か
す
る

。
。

（

P
N
し
ゅ
ら
さ
ん
）

＠
こ
の
年
齢
で
渋
い
コ
メ
ン
ト
で
す
。

今
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、

自
分
は
な
ん
だ
か
ム
ダ
な
時
簡
を
過

ご
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
・
・
・
と
反

省
で
す
。
出
来
事
な
ど
は
、
い
つ
も

ど
お
り
マ
ト
モ
に
覚
え
て
な
い
け

ど
、
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
ら
そ

れ
で
良
い
か
な
っ
て
感
じ
で
す
。

（

P

N
甘
栗
蝶
さ
ん
）

＠
後
ろ
’
川
き
な
の
か
的
向
き
な
の
か

2
歳
児

あ
ら
れ
が
降
っ
た
次
の
U
の
お
ひ
る

ね
の
後

；

（~ 
(i 

｛あ
れ
つ
－

－」
の
仰
川
出
れ
と
る

ぜ
P

お
し
つ
こ
た
れ
た
ん
か
な
っ
』

く
な
っ
て
、

E
E－
－

ehn

．、gs
r
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M
e

日

Z

｛日
似
た
れ
て
な
い
よ
」

保
一円
上

一，
小
川
や
汲
だ
ね
ー
じ
ゃ
あ
よ

だ
れ
か
な
っ

』

k
tλ

「も
し
か
し
て
あ
ら
れ
じ
ゃ
な

いつ・
』

そ
ん
な
・
・
。

〔
「
お
せ
き
」
っ
て
う
ま
そ
う
け
〕

一3
、
4
威川川ん
）

お
せ
き
や
っ
て
3
」

川凶行
上

「え
つ
お
せ
き
っ
て
何
か
な
っ
一

S
く
ん
「お
せ
き
で
、
こ
こ
（
ほ
っ
ぺ
）
ボ

ン
ボ
ン
に
な
っ
た
ん
や
ぜ
ー
し
め

S
〈
ん
｛
Y
く
ん
、

：
。
で
は
最
後
に
、
心
な
ご
む
投
仰
を
。

今
年
1
年
は
、
子
供
た
ち
を
叱
り

っ
ぱ
な
し
の
1
年
で
し
た
。
「
ガ
マ

ン
ガ
マ
ン
・・
」
す
る
の
も
つ
か
の
間
、

す
ぐ
に
ド
ツ
力
｜
ン
と
爆
発
し
て
し

ま
い
、
ま
た
反
省
の
繰
り
返
し
。
来

年
は
も
っ
と
心
穏
や
か
に
笑
顔
の
多

い
年
に
し
た
い
で
す
。

（

P
N
3児
の
ハ
ハ
さ
ん
）

＠
み
な
さ
ん
が
突
創
で
あ
り
ま
す
よ

、つに
。

米
凡
は
新
年
i
川
口
。
テ
ー
マ
は

「
今
年
こ
そ
こ
れ
を
・
：
！
」
で
す
。

挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
、
や
り
と
げ

た
い
こ
と
な
ど
、
新
作
の
決
ぷ
表
明

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
c

も
ち
ろ
ん
メ
ー
ル
で
の
校
制
や
ご

必
N
んも
受
け
付
け
ま
す
。
ア
ド
レ
ス

は一ハ。
2
0
＠
5
2コ

mwgz・5
1
1
2当
？
↑℃

た
く
さ
ん
の
位
糾
お
待
ち
し
て
ま
す
。

※
投
稿
者
の
み
な
さ
ん
へ

氏
名
の
紺
械
が
川
る
均
行
は
、
氏

名
の
ほ
か
に

一同
名
希
望」

や
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
お
乃
さ
く
だ
さ
い
。

ら
れ
ん
が
や
っ
て
』

A
〈
ん
『
な
に
な
に
つ

S
ち
ゃ
ん
．
ぉ

せ
き
”
っ
て
う
ま
そ
う
や
ね
6
3
」

似一円上

「あ
は
は
。
S
ち
ゃ
ん
の
お
せ

き
は
胤
W

仰
の
岐
で
、

A
ち
ゃ
ん
の

お
せ
き
は
必
似
の
司
」
と
か
な
あ
｝

〔
「し
ま
し
ま
」
と
「し
わ
し
わ
」〕

｛

4
成
川ん

K r~~ 
'・ ft 
,":_ I. 

や 「 の 「
よわれ’.fV1 
、た Jll~ ち

宇 し か や
J？だわん

ιヱ：：り
へ台与

し
ま
似
tn 

’
レ
キ
AF

’ν
$
A
F

保向上

｛え
っ

K
ち
ゃ
ん
の
ソ
ッ
ク
ス

紋
織
な
い
よ
。

・あ
っ

寸し
わ
し
わ
似
係
人
だ
！

そ
れ

k
hゃ
λ

『・
：

」

似打卜
．『
し
わ
し
わ
の
し
ま
似
M
M
み
た

い
や
ね
』

K
なん

で
つ
ん
！
』
・
と
納
得
。

8
mwe
イ
ズ

~＠W 

宮両
台塑
ろ
K 
A 
N 

あ
る

支 E

の

山
き
物
。
米
作
の
．卜
え
は
つ

ぶ

B . 

..f ~ 

c. 
禾

A ②
制
円
川
か
ら
の
初
の
文
化
山
川
辛
口
大

ヂ
山
泌
氏
》
H
H

川崎本
に
い
作
ん
必
ず
る
た
め

ぃ以
．以
へ
旅
伝
っ
た
の
は
州
政
の
川
つ

56 
鼠

4.~ 
j波

c. 

~？ 
,:,'!)_ 

A. 

B. 

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
ロ
同
市
日
何

（当
日
消
印
れ
効
）
ま
で
役
閣
総
務
訓

総
務
。仏
側
係
（
干
mw・0
7
9
3
州
日

間
道
下

1
1
3
3
）
へ
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
抽
選
で
3
人
に
阿
』
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
c
先
川
り
の
中
l
選

パ
は
、

P

N
労
働
法
準
法
さ
ん
、
p
．

N
呼
行
泌
さ
ん
、

P

N

3
児
の
ハ
ハ

さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

国連査察聞がイラク（パク7ッド）

入り。生物 ・化学兵器iなど約千簡

所の査察を行います。平和な日本

に住んでいる私たちも、これを機

会に考えてみませんかつ

関西朝日会に l年ぶりに出席。

再会の喜びを分かち合ったみなさ

んは、今週 「ふるさとへ行くまい

会jにて帰郷されます。心から歓

迎をしたいと準備を進めていま

す。自然と調和しながらの町づく

りを直接感じていただき、ご助言

をと考えています。

今、過去の戦争において、家族、

そして日本国のために亡くなられ

た多くの人々 が慰援されている地

に来ています。「ひめゆりの塔j

では、看護要員として動員させら

れた若い女学生たちの苦しい

日々 、そして「洞窟が病院代わり。

そこでは、だれかいますかとの問

いかけに答える事が出来ずにいる

と毒ガスが投げ込まれたjとのお

話を聞きました。明日は、富山県

南方戦没者沖縄慰譲塔型軽賛会のみ

なさんが f立山の塔j慰鑑祭を開

催されます。私も共に御霊に「合

掌Jします。二度と繰り返さない

との願いを込めて。

毎日報道されています市町村合

併の情報に、敏感にならざるをえ

ません。今、町では、まずはみな

さんに、I合併jに関する認識を

深めていただきたいと考えていま

す。閣が示している ［アメとムチj

のようなことしかわからず、先が

見えない現状ですので、今しばら
く、私に時間を下さい。私に諜せ

られた義務でもあり、みなさんに

はきちんと話をするつもりですの
で、ご理解のほどをお願いします。

再来年は「朝日町誕生J50周年で
す。将来の朝日町を、みなさんと
共に考えようではありませんか。

(I l月19日記）

臨・



各
部
門
受
賞
者
の
み
な
さ
ん

O
絵
画
の
部

「祈
り
の
時
」

越
川
松
乙
』
（
ボ
柳
2
M）

V
町
展
貨
市
以
時
点
（
．
内
川
）
水
山
川

利
子
（
山
川
崎
）
V
奨
励
賞
竹
中
山
附

r

（L
L

迫
下
）
城
川

W
（
淀
川
）
川
仰
木
字
下

（
柳
川
）
V
佳
作
ば
附
九
州
（
し
仁
川
）

砂
川
－
h
仏
（
平
柳

2
K）L
L

伴ハ
r

（
治
水
町
）
森
野
京
チ
（
．
ト
山
新
）
絞
山

智
子
（
山
r
t
）

O
害
の
部
町
展
大
賞

「符
井
：
・則
の
詩
」 町

展
大
白

七
博
一
民
子
（
坊
）

V
町
展
貧
野
崎
学
単
（
荒
川

2
r

H
）
訳
川
実
相
（
・
v
h
附）
V
奨
励
賞

州
川
市

f
（
川
山
）
川
刷
休
抗
（
渋
川

l
I
U
）
舟
見
出
向
夫
（
山
氏
川
2
丁
日
）

V
佳
作
笈
川
悦
子
（
西
町
）
品
川
和

第
お
回
朝
日
町
美
術
展

川
川

l
H
か
ら
4
け
ま
で

の
4
円
問
、
第

n
u削
円
町

淀
川
以
が
、
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル

で
間
航
さ
れ
ま
し
た

r

今
川
は
絵
剛
、
』
、
彫
刻

・

仁
川
ぷ
、
写
兵
の
む
什
却
門
に

1
7

2
点
（
特
別
山
仙
人
パ
む
）
の
作
品

が
市
せ
ら
れ
、
則
川
山
中
は
町
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
万
々
が
鑑

立
に
訪
れ
ま
し
た
。

川不明
日川
出
）仙
u
n
tl
州
（
川
川
水
川
）

O
彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
の
部

町
展
大
賞

『辿
州
」
内
川
比
（川
町
）

V
町
展
白
川
川
村
卵
子
（
ド
山
祈
）地

附ベ
川
崎
（
打
市
町
）
V
奨
励
賞
野
沢

川
見
（
内
川
）
州
山
州
引
克
（
山
伯
尚
校
）

竹
内
体
的
問
（
川
村
川
）
V
佳

作

川

l
．

μ
二
日
比
野
）
清
水
刊
了
（
山
一
品
校
）
近

雌
朝

r（長野）

O
写
真
の
部

町

展
大
賞

「孫
と
遊
ぶ
」
寺
川れ
や
列
（
川
山
）

V
町
農
員
長
什
汁
隊
雌
（
川
山
）
探
比

必
下
（
ド
川
）
V
奨
励
賞
凶
杉
昭
康

（不動山一いれ）米
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今年の冬も

インフル工ンザに負けないぞ
今年は10月から急に寒く

なり、みなさんお体いかがで
すか。
インフルエンザの季節がや

ってきました。今年からf接
種券jを持参すれば千円で予
防接種が受けられるようにな
りました。
さて、現在人類はインフル

エンザと戦う武器を二つ持っ

ています。 一つはワクチン
（予防接種）、もう一つはクスリ
（治療薬）です。まずワクチン
について。流行するインフル

エンザを予想して、 毎年ワク
チンが作られています。 予想、

が外れることもありますが、
昨年は見事に当たりました。

今年のワクチンはAソ連
型、A香港型、 B山東型の3
種を混合して作られていま
す。きっと当たるでしょう。
また最近は、インフルエンザ
とfかぜjを区別するための検
査ができるようになりまし
た。百発百中ではあリません
が、 10～20分待てばすぐ結
果が出ます。

そしてそれを参考にして薬
を使います。最近では新しい
良い薬が出ています。発症か
ら48時間以内に使用するこ
とが原則となっています。発
病すると38度以上の熱が出
て3、4日ぐったりとしてい
ることが普通でしたが、新し
い薬を使うと2日間で回復す
ることが少なくありません。
以上、 インフルエンザと戦

う人類の進歩についてお伝え
しました。インフルエンザに
負けない冬を期待しています。

左から 扇谷さん、日高くん、水島さん、ふ村くん、佐渡さん、下深さん、森川lさん、
北島さん、綴固さん
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・第21因子どもビーチ inASAHI 

15日（日サンリーナ 9:00～

・町卓球選手権

8日（団 総合体育館

・第12回寺田杯ミニパス大会

22日佃）サンリーナ 9:00～ 
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News & !opics 
広報係では、あ怠たの回りの男垣な話題を待っています。

n8 3-1 1 00 内線213へ

（リサイクルあなたの知恵でごみ減量j
一環境フェア2002inあさひ一

環境問題についてともに考え、環境にやさしい

前づくりを巴的に、 I環境フェア2002inあさひj

が11月17日、アゼリアホールで開催されました。

例年大沼評のガレージセーjしや包丁とぎコーナ

ーに加え、今年は朝日町連合婦人会による ［リフ

~ームファッションショーj を開催。 古着や小さ

くなった衣類をリフォームした ［衣装jを身にま

とい、リサイクルの大切さに華やかさが加わった

ステージとなりました。

y~ ／二J¥"<> ー，γミー／／〆ー

金主申告主争奪‘ョー 西朝日会総会・怒親の来い － eよ＂－－ ~＂＇

法

f学ぶ楽しさj；を実感！
ーあさひ生涯学習フェスティバル・芸能文化祭一

町内で活動している生涯掌習団体の日ごろの活動成果

を服露する生涯掌習の祭典Iあさひ生涯掌習フェステイ

パルJjf11月16、17日、サンリーナで開催されました。

会場では、短歌、総画、宝け花などの告団体の作昂や

告小掌校の掌習の成果などが展示され、体験コーナーで

はそば打ちゃ奇玉作り、割りばしをこすった振動で羽根

を回す「割りばしくるんこlに人気が集まっていました。

17日には、ステージであさひ芸能文佑祭を開催。民

舞や琴など練習の成果がt~露されました。

今年はふるさとに行かんまいけ
一関西朝日会第5回総会一

舎年で5回目を迎えた、関西在住の朝日町出身

者でつくる関西朝日会（菊地売信会長）の総会が11 

月4日、大阪の東洋ホテルで開催されました。

当日は会員約100名をはじめ、町からは魚津町

長、鹿田町議会議長ら関係者が出席。総会後の懇

親会ではカラオケ、盆踊りなどを楽しみ、旧交を

温めました。

この関西朝日会は11月23、24日に「ふるさと

へ行くまい会jと題し、朝日町を訪れ、政郷を楽

しみました。（記事は来月号で紹介します）

辰、巴、午・・来年は宋（ひつじ）です！
ーなないろKANで干麦の置き物製作ー

なないろKANでは毎年、平支の置き吻を製

作・販売し娼評を得ています。

来年の干支は「来（ひつじ）J。亨年も10月中旬

から作業を始め、 年内に2,000個を作る予定です。

白い粘土で毛度のふわふわ感を出すために気を

配るなど、 一日4、5個の製作が限度。陶芸工房

の野村彰さんは［今回の羊は、置き吻としてちょ

うどいい大きさで、人形的思仕上がりになりまし

た。ひとつとして同じ羊はないので、ぜひ手にと

って選んでほしいjと話していました。

(27ページもご覧ください）

安全運転への願いを込めて
一朝日申学校・泊高校がマスコッ卜共同製作一

朝日申掌絞と泊高校の笠徒が、共同製作したマス

コットを11月ア目、ドライバーに配布し交通安全

を呼びかけました。

マスコットは泊高校の家庭糾選択笠徒とホームメ

イド部員が作り始め、その後朝日申に出向き、申学

笠を指導しながら一緒に製作しました。

両校が中高一員教青を実践していることから実現

の運びとなりましたが、交通安全だけでなく、両校

の交流にも貫献した「毛糸のペンギンJC写真）であ

ります。

自分で植えて、作って、食べる！！
一朝日ふれあいこども実行委員会でお菓予づくり一

親予でのさまざまな活動に取り組む「朝日ふれ

あいこども実行委員会J(戸掘一夫会長）の5回目

の盆画 「お票予づくりとお奈会jが11月2目、

さみさと小学校を会場に聞かれました。

町内の小学生と保護者約80名が、サツマイモ

を使ったスイートポテトと茶巾しぼりに挑戦。こ

のサツマイモは、自分たちで栽培し、収穫したも

ので、レーズンやアーモンドスライスを使って

Iハリネズミj型に作ったり、「おいしい リと声

をあげたり、思い入れも昧も、格別のようすでし

た。

・調



・調

70歳以上のひとり暮し老人の孤独

な宣活の解消を図るため、「昼食jと

r11）の福祉jをサービスする ［ランチ

サービス会Jが、 10月13日の南保地

区を度切りに、今年も各地区で開催

されました。

この事業は、各地区の赤十亨奉仕

団、 民生委員、食生活改善推進協議

会のみなさんにと協力をいただき、

毎年実施しています。

参加されたみなさんは、各地区の

ボランティアによる手作りの弁当や

宗興を楽しみ、楽しい一日を過ごし

ました。

0富山県民ボランティア大会

ボランティア活動推進富山県民会議

会長表彰

｛在日未野民謡会 （民舞ボランティア）

多くの方々のご協力をお願いいた

します。

申し込み先

朝日町社会福祉協議会（n83-0576)

争率』F 二 .< =・ 

－社会福組事業協助者の部

草野四つ葉会 （民舞ボランティア）

。人をいたわり o人を愛し o人を信ずる

とのII）が社会福祉の1C1である。

質問会員募集～

総

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
・．

 
．
 

．
 
．
 
．
 

・

賛助会費

1口 l,000円

（個人事業所）

朝日町社会福祉協議会では、 福祉

事業を推進するために賛助会員制度

を設け、必要な財源の確保に努めて

います。

この墨盆は福祉機器昌付、在宅福

祉サービス事業、ボランティア青成

事業をはじめとした社会福祉事業費

にあてております。

0富山県社会福祉大会

富山県社会福祉協議会会長表彰

．社会福組事業関係防労者の部

水邑智恵寺（山崎保青所）、小川由紀

寺（下立保育所）

～社会福祉協議会

～福祉、ボランティア活動への表彰～

，、．，

o人を理解し

朝日町社会福祉協議会は、

みなさんと共に地域の福

祉向上を目指す民間社会福

祉団体です。

事務所 朝日町福祉センター内

合 83-0576
四 83-1589

社会福祉協議会だより

各地区でふれあいランチサービス

け人をいつく しみ

•w:~；（抑；

し1111rの泥似を日~［って 3,0001』1

・平初11：似 谷lj辿 fさんから亡夫

fltー さ んが生1'1ijお 111:, j~にな ったお

干しとして I 00.00011! 

もありがとう
あたたかい，t

ω朝日町善意銀行

山111問、Yさんから故郷仰l

10月11日に開催された第51固富

山県社会福祉大会並びに26日に開催

された第14回富山県民ボランティア

大会で、；欠の方々が表彰を受けられ

ました。

－’ 

12月の休日救急診療当番医認~~～午後5時

1日（日） 松富医院 'll8乙0051

8日（日） 丸 川 病 院 n83-3391 

15日（日） 高桜医院 ft82-0010 

22日（日） 煩 東 病 院 ft83-2299 

23日（祝） 橘 医 院 fi82-0791 

29日（日） 寺 崎 医 院 H82-1118 

30日 （月） 申川医院 ft82-0120 

31日（火） 煩 東 病 院 ft83-2299 

④ かまぼこは3～4＇.，のj平さに主＼lllff切りにする。

⑤ ボールに①～＠とHUを混ぜ、 ljI前ドレッシング

を人れて軒く ~［~ぜn·わせ、部に：~＊る。

① ひじきは戻しておいて、長さを捕え、街でて絞る。

② にんじんは3＼＇の長さに総状に切り、茄でておく。

③ うす紡げは紛でて、 5＇ .，科のl~r.iに 切 り、絞る。

位以 0111＼ ~iiでしてサヤか

らII＼したもの） ・・一・・50g

中市ドレッシング 大さじ2
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第2・第4土曜日は外来休診（試行）です。
急患は夜間 ・休日を問わず、 24時間いつでも受け付けします。

也監5人包〉

ひじきい！？めのつじさ｝IOg 

にんじん............・60g 

うすル｝iずー・0・…・l/2(10g)

焼きかまぼこー1/2本（70g)

業 名 月 日 ~、( I易
（対象 者 等） 受付 U.y閥

12} 1611・13「｜・
健康体操教室 20「I27FI 

~舵セン夕 、
( lJ；守！行） L、ずれも（金）

9:30～ 

12} 1611・13卜｜・

2011・2711
｛不iぜセンター

いずれも（金）

9:30～ 

健康相談
(tll；薬品守！r.) 12) 1311・101 I 

＊ ~＂＼ 2 ~i: 11M ll は保融~センター
1711・24日

ζ－人i何~II：センター
で公淀川，l炎

L、ずれも （火）

13:30～15・：QO

I 2J J l 811 （水）
JM下%落センター

13:30～I 5:00 

心の健康相談 I 2J-J 21 1・16H

[I：もI:;約；！神ですが'i{.i認での受け卜f(tJL、ずれも （H) f4r!llJ'7：生センター
します（fi52・1224) 13:00～14:00 
ほう1'1'.I!:人の制淡む交けます

女性の健康相談
fJJ週令llt'itlI 

（別 手伽 祈川厚生センター
の助体的 ー M~l1f1"JMみ

13:00～I 5:00 

赤ちゃん広場※
12} J 1011 （火）

内 ｜のころまでのんん） 保健センター
とそのN縦

10・：OO～1130 

ゆめっこうンド l 2J J 511・1911

（家附政i1 ~rA.：入所児とそのl：胤 ) ~ ）ずれも（;j..:) i米雌センター
9:30～11 :30 

ゆめっこランド自由開放 12JJ 1211 ・261 I 

（ 家附B紗紋？主； J 
L、ずれも（イ、） （~~他センター
10:00～l l・：30

4か月児健診※ l 2J J 2411 （火）
｛以舵センター

(14"1'8J 1生まれ） 13:00～I 3:30 

9～10か月児健診※ I 2J I 1711 （火）
仇！陀センター

(l41J'.2Jl、3月：七まれ） 9・30～10:00

3歳児健診※ l 2J 12611 （本）
保健センター

(JI fド611、7け’Lまれ） 13:00～I 3:30 

※付子千｜阪持参

H83-1160 

健康ィンフオメーシヨン
問い合わせ ；保健センター ~83 - 3309 

。あさひ総合病院

Uvir:gJ lnf-OITldlUt.11 

くらしの情報室

・3



～身近なことから考えてみませんか～

法務竹、の人椛機議機関では、人付r'

の世紀といわれる21111：紀にふさわし

い人権尊摂社会の夫叫を ｜｜指して、

家催、学校、職場、地域社会などさ

まざまな場而で「人材iとは(uJかJと

いうことを一人ひとりカ：~－え、 J.';J I川

への思いやりや行動ができるよう、

今年ち人権週間 （I2J J 4 11～1011) 

にあわせて、いろいろな人Hf(~1 '11の

平年発活動を行います。

［人権相談のご案内］

傍Hの生活のlいでおi付りのことや

悩み事があるときには、お近く の人 j 年金だより
権擁護委員または函｜｜｜地／i法務）.，）魚 ： ～年金受給者が死亡したときは

くらしの情報室

liviirig1 lrf-0『『でrUc11

12町t白人権週間です

育てよう一人ひとりの人権意識
ご注意ください 4鯵

・正しく使おう石油ストーフ

火災の起きやすいシーズンとなり

ます。暖房器具、特にストープの取

り扱いに十分注意しま しょ う。

－使fll前の点検をする

－火を消してから給油をす

る

－タンクのふたはしっか

りしめる

・ストープの上に洗濯物

を干さない

．雪による煙突やガス配管等の破損

これからの季節は、 雪により煙突

やガスの配管等が破損しやすくなり

ます。これらが破損すると、ガス漏

れによる爆発、出火及びボイラーの

不完全燃焼による

一般化炭素中毒等

朝日町立中央図書館（n83-0574) 

新しい本
GD  

名画クラシック素材

マ－）レ社編集部編

トコトンやさしい錆の本 松 島 巌

ひきこもり脱出ガイド 武藤清栄他

輝ける予 明橋大二

ていただくことになりますので、死

亡のJ11lll＼は,iiliやかにf打、まし ょう。詳

しくは役助作.L~ ＇t~市諜｛主民主F・令係（宮

内線132）までお11¥j~、 ftわせくださし、。

海馬脳は眠らない

沖支局4ニ、 お気慨にと~ll 談 ください。 : 速やかに届出しましょう～

O富山地方法務局魚津支局 ： 年金を受けていた方が亡くなった

魚津rli本川1-3-2 fi22-046 I 

0朝日町の人権擁護委員

新国首｜｜（尚三i11lfflf) fi82 - I 63 I 

中川穂子（本 lllf) fi82-0002 

t杉正雄（大家 IU fi83 -I 682 

製造事業所のみなさんヘ

位置3
叫には、その辿肢の／iが14n以内に ：歳末のサイレン吹鳴について

r 11：金受給椋者死亡届Jを山さなけれ： 成木作｝）lj汚JIえのサイレンを次のと

ばなりません。 ：お りゆくII）~しま すので、火災と 11l1違え

この岡山には、年金証書 ・死亡の：ないようにご刊なくださし、

・H克をllflらかにする苦矧などが必須： O映嶋田時

です。 : 12) 128川～31「｜’F前7時と午後9時

ちし二のlrt-lH＼が遅れたり 、忘れた： O吹鴨方法

悪の肇

生きて候

ゼルブの敗臓

新堂冬樹

安部龍太郎

8.シュリンク

P.コ工ーリ ョ

黒須紀一郎

横山秀夫

後 藤 均

悪魔とプリン嬢

家康の琶文

顔

議示室の迷宮

～統計調査にご協力くださいー ：りすると死亡卜l以後ち年金が支払わ

12月31tl!Jlイピで、 l；業統『n-. :i .~ ti:が ：れること になります。過払いとなっ

行われます。 ：た年金は、あとで遺肢の方からkし

15砂防（111：.）、5紗休みの断続3回

:0欧鴫区域

藤野広一郎

この誘j資は、製造業を＇i;i；む’J~ 業所

を対象として、その活動；kt，患を｜リ｜ら

かにすることを円的としています。

調資結果は、jlilや地／i公共卜ti休の

行政施策の主要なぷl礎資料として手I]

川されるとと もに、企業、 J..:.7：な ど

の研究資料、小 ・ljI・r:;'.H？：校の教

材など、 Jl~ く利川されています。

みなさんから拠/I＼していただく 1制

奇票については、統.ihl； に J，~つe き，u,11

4ま｜人l符の泌密はJ厳守されますので、

正確な記入をお願いします。

～経済産業省・富山県・朝日町～

疾走

剣鬼宮本武蔵 軍Z女貫

黒焦げ美人 岩井志麻吾

阻害書に在り（全13巻） 酒見富一

申央繕造需 内田康夫

マジシャン 松岡圭拓

工フェソス白恋 高樹の13＼菩

葬送（第一部 ・第二部） 平野啓一郎

海辺の力フ力（上下） 村上香樹

キャベツの新生活 育舌王青

雲南の妻 村田喜代芸

本の紹介
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常識や建前ばかりの日々に疲れて

いませんかつありふれた日常が驚き

にみちた発見に変わる一舎すぐでき

て、その場でなごめるカンタン哲学

101例。

Oご寄贈ありがとうございましたO

f日本アルペンフィ ーゲル協会創立

30周年記念誌 NORI KURA 

FIEGEL一残雪の紳－J

日本アルペンフィーゲル協会

制11lllf ~~J決 大ホット求人情報交 五fl＇／成14年12月分

鑓理 ｜ 賃金 l 誌車場所 録用 資絡鐙験
醤号求人隠語 I年齢 叶¥f.'・. 1'1 俳白 人叙免訴窃

1 j30才～ 184.000～｜鈎刷新 1 高広
管理級住区役 49才 276.000 Ei佑（主性カレンターによる 経験者依遇

2 重機オぺ兼130才～I184.000～れ純 で 僻輔鴻附
舗装作業 50才1216.000 r E飽芸誌刀レンターに4る 経験書館遇

3 乗 務 員ま1121.500～｜ー豊島＿；13保 1 I 自動車第二樋免訴
133.500 I色、月158以内動務 ｜ 

レストラン 150.000～軍司湯の漏 高率、 自動車免許
4 1サービス係 225.000他（会社力以ー吋｝ 3 ハ1コン俊える方

I 1a才～ 208 000～ 紛；暑の滋
5 1答 案 係 50才 28・9.600他（会社カレンダーによる） 3 不問

6 30才～ 184.000～ 紛笹川 1 高卒、
音量i聖型車位E重役 49才 276.000 8(t；（主uカレンダーによる1 経験者i型選

7 土木一般従業員 18才～ 198.000～靭草野 一一 普通自動車
45才 242.000自他 箆彼等

8 認 I霊繍劫 18才～ 733～866 問。；四 1 自動彊免許
(I tート） 50才 （時間総｝ 周

製 造 35才～ 700 靭泡
9 （パート） 50才 （崎間総｝ 自他 1 1 不問

町の工事発注状況（500万円以上）
一このコーナーは町が発涼したものを-tt);I（＼＼しています一（H14 10 l～1 0.3]) 

T 'II 名 胞 l：地先 五1ocl°＇定iJ品川1 ~氏名 調！ .fl 

判定公iJ.!l'ti:全般ぷ：；￥'!l'1備がう器
ill 14{1' 1211 2(i.610.000 小 t公jJl.ti: （附

lllfillil° I 呂m~JJ主ji}改良その 1 J'.'l' 使 A党議

判I l l 醐［公共 F1J<iil 'f:~
if~ 川 1411'1211 11.550.000 iii'.Jll.！＜：紙i代¥J'i;r.37081｝外4路線（fi；没T'JI （！割 /'i 体制｜ F7J<ill~理

特定公iJ.!l次ノF:ffl!i ，没＂.＇［. 鍛！.~ij!f1~
ir'I I I 4fl' 1211 30.240. Ill fill i(I Ji;l状線少illt攻良その21ンJi ｛はlアラ カワ -ill殺 J出

判Il l 町公共F水ill~J:i~ 
』r-~ 川 1511＇・ 1111~ 15l5.000 淀川支~；＂（梨；日3722-1 ＞｝外6~員総 lriぷJ:'II 折行 1:）控i除｝ 下水迫諜

。目Ill旧f公JtF水j[l•J.i業
9.150.側 Uil in/ .II組 ｜間話j[i 1：支ili!'!Ett耳13505・2：；外l路線111.::u：・JI jfj 卜 。IH12JI

リ，~ If'. l~！ 外k~以後続縦事業
;;1; HI l l •Pn汽お1）日附＇ 11山 l 傍 1,1: ln~M，轟者グリーンラント公朱トイレ新築 i:・H

由fP；℃lt!!ii'.11主事業
倣 I己11511＇引J2附 5.0001・1蜘(fl，（防、｝ I/Ill己｜叶地aむt血Jlt1ili:l：’Ji 住．没淑事日[ t司 l\h＇.主主I~

j:/j 災まらづくリ ！~（~
州 IfI 1がI'11 JI I l.29i.500 I JI：有II: ~、 附lllfiL!JlU,'(!lif ~t iii＞線総袋工事 主主 i没，深 0 f浪人情報一覧表j もご利用ください。

。鮮しいことは、魚、路公共機m安定所·：~1日分五 ft82-0198へおHll~ 、合わせくださ L、

くらしの情報室

1Uvi1191 lllf crrr.atil自lむll

12月の告種相談
〈相談は無料です〉

3日（火）
悩みごと相談

13:00-16:00 福祉センター

4自体）
結婚相談
13:00～16:00 忍従センター

法律相談（要予約tel83-0576) 

10日以）

裁判所出張調停相談

介護・保健相談

子育て・教育相談

13:00～16:00 福祉センター

11日（制
年金相談

10:00～15:00 役場会議室

悩みごと相談

17日（州
行政相談・人権相談

女性相談

13・：00～16:00 福祉センター

18日（制
結婚相談

13:00～16:00 福祉センター

24日（火）
悩みごと相談

13:00～16‘：00 信批センター

25自体）
年金相談
10:00-15・：00 役場会議室

．教育相談（教育センター）

受け付け時間 （月・水・木曜日）

9 :00～16・00 fi82 -1 000 

．子育て相談（保健センター）

受け付け時間 （同～金曜日）

8 : 30～17 00 fi83-1920 

12同のガソリンスタンド休日当番店

1日（印 あさひ野農協 包83-1135

8日旧）朝日石油 岱82-0661

15日（印 大谷石油 告82-0703

22日（日） 全店営業

23日（祝） 全店営業

29日（日） 全店営業

交通事故発生状況調
10用末現奄（ ）内は前年同月比

人身事故

件紋

6468件
（ー114)

58件
朝日町

I (+16) 

死者 傷者

63人 7722人
(-9) (-248) 

5人 207人
(+2) (-35) 

2人 72人
(+2) I <+17l, 

司守E盟



：内容 i1'1 r日：活JJI誠の普及fi1j1J)}Jf{H進 ：日程

：ゃ地域住民の十！｜談の受け付けなど。 ~ ！号所

・委D居期間 、｜三j反15年4凡 lEl ～、，~）戊 ： 対象
J 71j: 3川31卜I(2年間） : /j々 など

：対象者 ~.~I刈イt住の成人で、 ifH~fi· ； 主催 体向指導変抗

: 1::1起に｜民l心を持ち、アドバイザ－：$：申し込み・問い合わせ

：務をする熱立のある方（公務員は除く）：会下務局スポーツ係

：募集人員 20.r, （予定） : 2 3) 

：募集期間 ： 汀納｜は、各小学校にチラシを i＼~ {(i 

ました。 ：平成15"1'-I J J 6 卜1 01）～2411~ ：します。

募集人員 40名利j立 ：申し込み方法 所定の叫必川紙に必：

応募資格 ~ ~・l'Jf［をぷ人の上、上記期間的必~（1 ; 

・地／j公共同体職11 ：で、山午前文化説消費生活係まで郵：

・地域づくり｜時休のメンバーで、市 ；辺または FA Xで141し込んでくださ j児童手当を支給します
い；Illf村長の抗的のある者 ~ ~、。 （ ~t; b~川紙は県生活文化調if'j t'i:’1:. ~ v~ ＇伝子当は、義務教育1ivl'I1'i1i 川市

. 1山協、 11HI：会、 ;;f'i3セクタ一等lli被 ：川係以ぴlllfl存j工観光課にあります） ：を長打している方に支給されます。

L1で、 diIズ町村i之の批際のあるぢ ：問い合わせ ： この手当は、 lド請によって受給で

応募書類 ：干930-850I ：きるもので、申請していないと’支給

・参加qr込 ，！？、必 b~.（；・経歴芹（役場 ：山111以午前文化説消費生活係 ：できません。子供が小まれたら、 II',

企11l1j財政泌にあります） : fi076-444-3 I 29 ：’U1iとー紺に児童手当の1P,i1'iも忘れ

・小1論文 （IOOO't：料肢） : FAX076-444-3477 ：ずに消ませましょう 。＇I'.:nの際は、

① r~えが地域のi11if1：.：化を考えるj j役場il°fiLMl光議！（公役場内線 l5 l ) ~ 1:11蹴と通11阪を持参してくださし、。（公

② f地域づくりの経験から考えることJ;, － ~ -...... 、：抗tlは勤務先に申請してくださL、）

（いずれかのテーマを選以） ~ l 1).§司 』 寸 U ；－；...~：’ j ただし、 liij'ifの所得が一辺倒以 ｜，

r,1；： ，きのt弘行は400半詰めJ原稿Jr］：民』 ・ 一 ー一－－ー：の期合には、PJrf号制限により支給さ

紙を1山ll、ワープロの楊合はA4縦 ：冬休みIふれあいスポーツ教室j；れません。

llJであJ)!,lfき （Iページ40'j＜×2orn。： キンボールやドッジボールなどい ： 却しくは役場鎚版刷？－11:.. 京地域；；，＼ ~11: 

L 、ずれの場行も 1ar~をつけ、テーマ、 ： ろいろなニュースポーツで%.~い冬を ： 係（fi役均内線 1 4 2）へお11¥J~、行

川体 ・ 役職名、氏名を記入すること。 ： ｜吹き fl~ （まそう ！ ：わせください。

応暮方法 ： 

J 2J J 2011附までに所定の応銭円類・

をそろえ、 f党助J't11l1j財政課企｜両ti'l縦・

係まで1M川してください。

塾生の決定 ： 

め持 ,IH~ft をもとにj葉 ：:ff; し、平成 I 5 ~ 
'i('.2J l卜＂11Jごろまでに決定します。

問い合わせ

役財 ~11l1jl14 政，l以前て 111ij t~l報係 （宮役場 ：

内線22 I) 

(J!..f)地t点目性化センタ－

n03-5202-6 I 34 

富山県くらしのアドバイザー ：
ii'] "fi fl 11¥J j出iこIY:J心のある／jの参1111 ~ I・

をおf.'i'ちしております。

面逼直面

冬休み期間 ii~ 2凶相j立

地区施設、小乍校など

1］、・＇tI年生～ 6｛（＇.・生や家店長の

くらしの情報室

t』vin91Inf orPK:ltiicn 

島器c

‘面面面面ーーー

均；~...、ろ川情報

lllf教行委u
l宜主役場｜人1~3

越沼：昌也

全園地織リーダー養成塾
～地域づくりの主役はあなたです～

全11<1地域リーダー低成塾は、さま

ざまな分肝で独自l的な発惣のできる

地域のリーダーを住成するため、｝！イ

l什法人地域的・it化センターが創設し

H83-3700 

ガ
ラ
ス
の

「
お
も
ち
」

干
麦
（
ひ
つ
じ
）の

置
き
物

孟樫盈組Fお師屋陥館一，-Cc11fe1書h，加？

1/6 
冊

1/5 
倒

1/4 
ω 

12/31(;/<) 
～1/3働

12/30 
伺

12/29 
日

分区

燃やせないもの

。
。

イホみ

｛木み

。
。

f木み

休み

。
。

｛木み

イホみ

燃やせるものご
み
収
集

紙箱入リ 2,000円

（詳しくは20ページをご覧ください）

～些ιらくち～の

「 12月の月間行事予定 （12日制は休館日）

1日（日クリスマスパーティー li 26日附恒例！お風Eデー
翠祭会民舞発表会

22日目 Jr.~スマスパーティ－ .:: 29日日年末大ビンゴ大会 ！ 
ー一、 I 

i宅晶子一子芳ン~月色言語竺長忌日
年末年始休まず信業いたします。 （営業時聞は通常とおリ10:00～22:00)
※毎週火健日シルバーデー（65歳以上の方、室クジなしの始選会。 24、31日は除く）

岱 82-0990

休 館 日・・・311、l0 U、17FI、2411、31日
夜間休業 2円、 911、16日、 30円
fドA－：は12H301Iまで、年始は l月2日

より日楽します。

12月の営業

情報

アゼリアホール情報

三宝っき 3.000円おもち 2.300円

こもち 1.500円（写真は三宝っき）

お趨喜、ご贈答に

Iなないろパックjはいかが

漬け物各種、柿酢しょうゆなどの商

品を予算に応じて詰め合わせます。

ぜひご利用ください！！

H83・2000

（主催／朝日町 ・朝日町教青委員会）

主演 ・原田美枝子

l!.V .. Mヨ~.. ~ 

『祈り梅』
痴ほうとなった母親をめぐり崩壊しかけた家族が

さまざまな葛藤を経て再生していく感動の物語。

伺）

問

日
ひ

時
過

9

3
e
語

月

9

e
s閣

内
／
－

t
E

，．‘ 。
。

・室副

。｛木み｛木みイ木み

｛木み。｛本み｛木み｛木み
燃やせるもの

（エコlま～と）
個
人
持
ち
こ
み

x’mas9＇~スバー子ィー
主催／アゼリアホール

当日券1,300円 アスカインフオメーシヨン］

｛木み。休み｛木み｛木み
燃やせないもの
（宮沢清掃センター）

12月22日（日
18:30～21 :30 

［前売券1,000円
業

会

怠

』

4

業
1
営

し尿収集

12月8日個）三：%。ダシスパーティー 主催／泉吉附ダンス同好会

［町の人口］平成14年11月1日現在

人口 15,892人 （・41)

男 7,481人 （－24)

女 8,411人（ー17)

也宇野数 5, 137世帯 (-5) 

（ ）は前月比! ・’r

．お問い合わせ
朝日町役場総務課総務広報係
〒939-0793
朝日町道下1133
fi 83-1100 FAX 83-1109 

．ホームページ
http://www.town.asahi. 
toyama.jp/ 
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大平山濡 作
( 1916年～）

山
:lf~1£4 年作

紙 －墨

70.0×138.0センチ
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段

ノ、i刷If

別
子

奨
せわあしお

同
同

洋 一

ゆかり
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こ
の
作
品
は
、

平
成
4
年
に
朝
団

川
以
ふ
る
さ
と
五
術
館
で
山
舵
し
た

に
出
品
し
た
も
の
で

「大
平
山
総
腿
」

あ
る
。

「
ト
八
辿
川
市
の
山
々
勺
を
杭
雌
す

ふ
る
さ
と
の
秋
深
ま
り
し
か
な
」

近
所
に
住
ま
い
を
梢
え
、
来
．
川
し

た
合
子
鴎
平
の
教
え
を
は
ハ
に
学
ん
だ
、

歌
入
院
川
税
義
の
放
を
川
い
た
作
品

で
あ
る
。
北
ア
ル
プ
ス
、
立
山
述
崎

の
鐙
に
肖
っ
た
大
平
氏
は
好
ん
で
山

町
や
峡
行
の
訓
を
H
H
H

作
の
テ

1
マ
と

し
て
き
た
。

代
表
的
な
作
品
の
深
山
栄
紙

｛立

山
賦
」
は
、
神
の
山
と
仰
ぐ
立
山
の

神
路
れ
を
、
一
栄
%
な
辺
市
で
、
さ
な

が
ら
相
認
が
こ
も
っ
て
い
る
か
の
よ

う
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

刈
し
て
こ
の
「
山
」
は
、
ト
八
十
氏
’
H

’M
が
仰
な
タ
な
に
北
ア
ル
プ
ス
の
峻

級
を
仰
ぎ
、
自
ら
の
恨
源
と
も
一一月
え

J
じ

十
uv

．0E
H
り

H
け

出

問

附

官

事

V
品川

K

M

L

八
人

JJ 111 

tfa (l1Jlllf 

手lj 久

’交紅麻

樹
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礼

尖

トセ
－
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匂

τ－Y
舎
内
vdy

戸、H
H

J
ノ
什
よ

r 
やJ

点IS
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H

巾
山
叶
B
W

る
ふ
る
さ
と
の
山
の
、
円
季
の
移
ろ

い
を
、
し
み
じ
み
と
附
み
し
め
る
よ

う
に
熱
い
思
い
を
事
に
託
し
た
、
仙

感
豊
か
な
作
品
で
あ
る
。

円
川
口
H
q
J
ド
＼

フ－
M
丸
門
ノ

k
f
二
、
向
山
し廿
ド

げ仙
川
耳

目
必
斗

J

S

F

0

・hH
U
H
－

f円
、

r

－
川
等
学
校
を
以
後
に
教
臓
を
附
し
て
、

本
料
的
に
需
の
迫
を
側
め
る
た
め
に

ヒ
点
し
た
c

い
よ
い
よ

1．
ボ
の
口
、

川
駅
を
後
に
す
る
川
、

こ
の
歌
を
川

い
た
色
紙
を
駅
に
践
し
て
旅
立
っ
て

い
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
加
作
、

栄
え
あ
る

「文
化
幼
労
行
」
に
。
近

代
詩
文
れ
い
と
い
う
、

一
－千
作
の
附
山
人

を
変
え
る
新
し
い
書
の
確
立
に
寄
与

し
た
功
給
が
認
め
ら
れ
た
。
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奥まさゑ（86)

舟川 伴（67)

山11尚悦久（83)

肢川町店（94J

柏木作ご （84)

平r.r 字雌（77)

同 q i 久'11f~ (76) 

日主任lif; ,l{ (76) 

右井政f,] (70) 

上村カズイ (76) 

金1-i:・ if；行（55)

M !4iJ /l~i斗j_ (89) 

I 111附 1支（82)

i草川 禿邸t(82) 
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山

川

米

・調

広
報
の
ひ
ど
り
ご
ど

V
記
引
で
も
紺
介
し
ま
し
た
が
、

制
川
町
山

身の同官官邪
・大
手
山
部
氏
が
文
化
幼
幻
荷
に

巡
ば
れ
ま
し
た
。
一治
川川
家
の
純
米
川
氏
地
下
あ

の
川
小川相
一
氏一
川
中
氏
は
文
化
勲
市
も
）
な

ど
、
一
胤
ぶ
れ
を
日ん
で
も
、
ど
れ
だ
け
仰
大
な

ニ
と
か
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
制
H

川
山
弘
行
の
的
制
を
則
向
し
ま
し
ょ
う
V
そ

の
則
仰
を
判
う
子
ど
も
た
ち
。
川制作
「・仏州四

あ
さ
ひ
」
で
は
特
集
企
州
の
取
材
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
先
川
、
H
C
み
さ
と
小
川
品
川
4
U引

と
川
わ
取
材
を
し
ま
し
た
。
純
川
（
に
州
（
叫
怖
を

持
っ
て
取
材
す
る
姿
は
逆
に
や
ぶ
こ
と
も
多

く
、
楽
し
い
．

け
と
な
り
ま
し
た
V
4
人
も

随
分
楽
し
か
っ
た
よ
う
だ
し
。
でも・
：
「こ

ん
な
に
栄
し
い
な
ら
、
私
も
一
川
川
取
材
し
て

広
報
作
り
た
い
な
あ
」
っ
て
さ
あ
：・
妓
念
だ

け
ど
、
中
川
市
し
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
ん
だ

よ
お
3
。
例
え
ば
川
川
の
ζ

の
コ
ー
ナ
ー

だ
れ
か
代
わ
り
に
科
い
て
く
れ
1
3
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ロ
月
議
会
の
日
硬
か

決
ま
り
ま
し
た

日
月
刊
日

ω
提
案
理
由
説
明
、

細
部
説
明
、
質
疑

代
表
担
問

一
般
質
問

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

委
員
長
靴
血
ベ
討
論
、

採
決

議
会
傍
聴
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
議

会
事
務
局
（
包
役
場
内
線
3
3
1
1
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